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東予運動公園で行われた
ちびっこ駅伝大会
　　（関連記事30ページ）

東予運動公園で行われた
ちびっこ駅伝大会
　　（関連記事30ページ）

市長コラム「キャッチボール」連載開始etc市長コラム「キャッチボール」連載開始etc
市県民税・国民健康保険税の申告市県民税・国民健康保険税の申告

各種表彰、選挙管理委員選任etc各種表彰、選挙管理委員選任etc

市職員の給与と職員数の状況市職員の給与と職員数の状況

市議会12月定例会市議会12月定例会
西条市民公園内運動施設使用中止etc西条市民公園内運動施設使用中止etc
「千の風になったあなたへ贈る手紙」全国募集「千の風になったあなたへ贈る手紙」全国募集
石鎚山魅力発信事業「石鎚山の魅力を語る」石鎚山魅力発信事業「石鎚山の魅力を語る」
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○
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収
入
の
み
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で
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金
収
入
が
一
定

　

額
（
平
成
25
年
１
月
１
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現
在
の
年
齢
が
65

　

歳
未
満
の
方
は
98
万
円
、
65
歳
以
上
の
方
は

　

１
４
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円
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以
下
で
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得
税
が
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収
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い
方

申
告
が
必
要
な
方
は

申
告
の
必
要
が
な
い
主
な
方
は

５日㈫ 東予南地域
交流センター8：45～16：00

18日㈪

20日㈬

４日㈪
５日㈫
６日㈬

12日㈫
13日㈬
14日㈭

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

26日㈫

27日㈬

28日㈭

8：30～16：30

8：45～16：00

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

25日㈪ 8：30～16：30

8：30～16：30

8：45～16：30

8：45～16：30

吉井地区

吉井地区

周布地区

周布地区

多賀地区（北条）

多賀地区

橘

大町

７日㈭
８日㈮
11日㈪

8：30～16：30 神拝

西条

日　程 時　間 対象地区 会　場 日　程 時　間 対象地区 会　場

４日㈪

庄内地区・三芳地区

楠河地区

１日㈮ 三芳地区

東予総合支所
３階

橘公民館

25日㈪ 8：45～16：00 禎瑞 禎瑞公民館

28日㈭ 8：45～16：00 玉津 玉津公民館

15日㈮ 8：30～16：30 市内全地区

市庁舎別館
５階

東予北地域
交流センター

東予北地域
交流センター

６日㈬ 周布公民館

多賀公民館

８日㈮ 国安公民館

13日㈬

市内全地区

楠河公民館

２
月

２
月

３
月

３
月

▼東予地区　申告受付日程表 ▼西条地区　申告受付日程表

国安地区

国安地区

吉岡地区

吉岡地区

壬生川地区

壬生川地区

多賀地区（三津屋）

楠河地区

庄内地区

11日㈪ 吉岡公民館

12日㈫ 庄内公民館

14日㈭
15日㈮

東予総合支所
３階

8：45～16：30

8：45～16：00

8：45～16：00

７日㈭ 壬生川公民館8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：30～16：30

１日㈮
9：00～11：00

14：00～16：00

加茂

大保木

加茂公民館

大保木公民館

18日㈪

19日㈫

8：45～16：00

8：45～15：00
神戸 神戸公民館

21日㈭

22日㈮

8：45～16：00

8：45～15：00
氷見 氷見公民館

26日㈫

27日㈬

8：45～16：00

8：45～15：00
飯岡 飯岡公民館

　

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
時
期
で
す
。
申
告
日
程
表
を

ご
覧
の
上
、
期
間
中
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
所
得
税

の
申
告
で
税
務
署
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
方
、
青
色
申
告
の
方
、
土
地
や

株
式
の
譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
方
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初
め
て

受
け
る
方
は
、
直
接
、
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※

東
予
地
区
に
つ
い
て
は
、
会
場
の
変
更
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●市庁舎本館市民税課　市民税係
　℡0897－52－1317
●東予総合支所税務課　税務係
　℡0898－64－2700　内線121
●丹原総合支所総務課　税務係
　℡0898－68－7300　内線214
●小松総合支所総務課　税務係
　℡0898－72－2111　内線114

お
問
い
合
わ
せ
先
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予
想
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し
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○
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内
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の
方
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従
来
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東
予
総
合
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で
の
実
施
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が
東
予
北
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域

　

交
流
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に
変
更
と
な
り
ま
す
。

○
吉
井
地
区
の
方
は
、
吉
井
公
民
館
が
東
予
南

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
変
更
と
な
り
ま
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。

○
国
民
年
金
保
険
料
等
の
控
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を
受
け
る
場
合
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、
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払
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を
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明
す
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も
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告
書
に
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付
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必
要
で
す
の
で
お
持
ち
く
だ
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。

○
公
民
館
な
ど
で
申
告
受
付
を
行
っ
て
い
る
日

　

は
、
市
庁
舎
本
館
、
各
総
合
支
所
で
は
申
告

　

受
付
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
公
民
館
等
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お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
申
告
を
し
な
い
と
各
種
控
除
や
国
民
健
康
保

　

険
税
の
軽
減
措
置
等
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
申
告
を
し
な
い
と
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明

　

書
等
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
告
の
と
き
持
っ
て
い
く
も
の

申
告
期
間
中
の
お
願
い

次
の
事
項
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

18日㈪

13日㈬
14日㈭
15日㈮

18日㈪

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

25日㈪

26日㈫

27日㈬

28日㈭

１日㈮

４日㈪

５日㈫

６日㈬
７日㈭

８日㈮

11日㈪
12日㈫
13日㈬
14日㈭
15日㈮

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

25日㈪

26日㈫

27日㈬

28日㈭

１日㈮

４日㈪

５日㈫
６日㈬

７日㈭
８日㈮

11日㈪

12日㈫

8：30～16：30

8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：45～16：00

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

鞍瀬、明河、千原、楠窪
臼坂

田滝、田滝前、徳能出作

妙口上、妙口下

西大頭、中大頭、東大頭

安井、明穂

妙口原、都谷

大郷、湯浪

岡村、藍刈

旧藩、御殿、東町、横町
本町、旭町、坂の下

川原谷、舟山

中西北町、宝来、玉河

新屋敷、一之宮団地

駅前、新宮、藤木

北川、石鎚団地、石鎚

南川、大開団地

一本松

市内全地区

古田

高知、徳能

長野

田野上方、北田野

高松、川根

関屋、湯谷口、寺尾

来見

石経、志川、明穂

今井

久妙寺、南部

池田

丹原

願連寺

市内全地区

日　程 時　間 対象地区 会　場日　程 時　間 対象地区 会　場

桜樹公民館

徳田公民館

石根公民館

小松総合支所
２階ホール

小松総合支所
２階ホール

田野公民館

中川公民館

中川公民館

丹原総合支所
２階

２
月

２
月

３
月

３
月

▼丹原地区　申告受付日程表▼小松地区　申告受付日程表

注
意
事
項
・
申
告
を
し
な
い
と

会
場
変
更
の
お
知
ら
せ
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　　　　　　　　　　　昨年11月に西条市の舵取り役を仰せつかりました青野勝です。
　　　　　　　　　　私の願いは、「安全で安心な西条市を創ること」「市民の皆さんの心がひとつに
　　　　　　　　　　なってくれること」です。そして、これからの目標は『和・輪・話・笑』です。
　　　　　　　　　　和して、輪になって、話して、笑い合える西条市づくりです。市民目線に立ち、
　　　　　　　　　　謙虚な気持ちで、全力投球してまいります。どうかよろしくお願いいたします。
　私はこれから市民の皆さんお一人お一人にボールを投げていきます。そのボールには「私の思い」や
「これからの西条市をどう進めようとするのか」などを書いていきます。皆さんにそのボールをしっか
りと受け止めていただき、返事を書いて投げ返していただければと思います。
　「もっと福祉に力を入れてほしい」「別の方法が良いのではないか」とか「市長しっかりして」など
お叱りもいただければありがたいと思います。
　さてキャッチボールの第一球は、「市役所新館建設と市議会不信任決議について」です。
　私は選挙戦で新館建設を取り上げ、民主的な市政への転換を訴えました。訴えた通り、必ず、明るく
開かれた市政を実現していきます。市長に就任してすぐに私は、進められていた新館建設工事を一度中
断し、関係者から状況を聞きました。その結果、工事が予想以上に進んでおり、中止するには出来高や
賠償補償金も想像以上に必要であることを知りました。また、新館に付帯する消防救急デジタル無線等
の機能整備の遅れや、各省庁からの補助金の放棄などを考慮すれば、懸念される大地震などへの危機管
理対策や財政面からのリスクが極めて大きいこともわかりました。選挙で二分された結果をふまえて、
旧西条地区の皆さんに安心していただきたいとも思いました。
　本来は、先に住民の皆さんに丁寧に説明し、ご意見をお聞きすべきところです。しかし工事中断期間
が長くなればなるほど、時間の経過とともにさらにリスクが大きくなるばかりです。ここは一刻も早く
決断することが必要と判断し、最終的には12月定例市議会の前日、昨年12月10日に議長とも合意の上、
新館建設工事を再開しました。
　しかし、ご存知のように１月９日の市議会最終日に、新館建設の工事再開に関し、議会に対して事前
に何も説明がなかった、議会軽視である等との理由で、私に対する不信任決議案が提案され、可決され
ました。市長就任から43日目のことです。
　この不信任決議に対し、私は１月17日に市議会を解散しました。開かれた市政、民主的な市政をつく
る、市民の皆さんの力を結集して、より良い西条をつくりたい。それが私の願いです。
　新館建設の継続は決して回避策ではありません。東予総合支所や丹原総合支所の耐震化、小松総合支
所の改修を進め、併せて職員配置や公民館の活用などによって、全域の住民サービスを維持し、危機管
理体制の強化を図っていけるものと考えているところです。今後の市政運営については、しっかりと議
論してまいります。
　このキャッチボール第一球が届く頃には、住民説明会も開かれていることと思いますが、様々な機会
を捉えて、市役所の体制はもとより、これからの西条市についてのご意見やご提言をいただきますこと
を心よりお願いいたします。

　市民の皆さんに、市長の思いを直接お伝えするため、
コラム「キャッチボール」の掲載を今月から開始します。

キャッチボールキャッチボールキャッチボール vol.001　第一球vol.001　第一球

わ わ わ わ

平成25年１月９日
　12月定例会最終日に議員提出議案第１号「西条市長青野　勝君に対する不信任決議について」を
　原案可決
平成25年１月17日
　地方自治法第178条第１項の規定に基づき、西条市長が西条市議会を解散
平成25年１月19日
　西条市選挙管理委員会が開催され、西条市議会議員選挙期日を「２月17日告示・２月24日投票」に決定

市民の皆さんにお知らせします
平成24年西条市議会第６回「12月定例会」以降の西条市政の動向は次のとおりです。



東予東中学校２年稲井大雅さんが
「心の輪を広げる体験作文」
内閣総理大臣賞を受賞

　平成24年度「心の輪を広げる体験作文」中学生
部門において、東予東中学校２年稲井大雅さんは、
日本一となる内閣総理大臣賞を受賞されました。
　障害のある弟との関わりを通して、世の中がめ
ざすべき姿を訴え
た稲井さんの作文
「誰もが普通と感
じられるように」
は、大きな感動を
呼びました。

※作文は、市ホームページにも掲載しています。

西条市障害者団体連合会会長
越智義則さんが

内閣総理大臣表彰を受賞
　2012年は「アジア太平洋障害者の十年」の最終
年でした。内閣府はこれを記念し、自立して社会
活動に参加し、広く他に範を示している障害者ま
たは、障害者の福祉の向上
に関し顕著な功績のあった
個人や団体を顕彰するため
に、障害者関係功労者に対
して表彰を行っています。
　この度、越智義則さんは、
関係省庁から推薦され、内
閣総理大臣表彰を受賞され
ました。

30年勤続スポーツ推進委員
（旧：体育指導委員）表彰受賞
　長崎県で開催された全国スポーツ推進委員研究
協議会にて、西条市スポーツ推進委員の池田利久
さん、森実真智子さん、斎藤孝さんの３人が、30
年勤続スポーツ推進
委員表彰を受賞され
ました。
　この賞は30年もの
長きに渡り、スポー
ツ推進委員として活
動されている方々に
全国スポーツ推進委
員連合から送られる
賞です。

選挙管理委員が選任されました
　西条市選挙管理委員の選挙が西条市議会におい
て行われ、次の方々が新委員に選ばれました。
　なお、選挙管理委員会において委員長に別宮義
勝氏が、委員長の職務代理者に四之宮裕隆氏が選
任されました。
　委員の任期は、平成24年12月22日から平成28年
12月21日までです。

全国障害者スポーツ大会
ご活躍おめでとうございます

　第12回全国障害者スポーツ大会が、昨年10月13
日から15日の３日間岐阜県で開催され、愛媛県選
手団として当市から４名の選手が参加しました。
　成績は右表のとおりです。

黒河貞雄

陸上　5 0 メートル

陸上　100メートル

陸上　400メートルリレー

陸上　ジャベリックスロー

陸上　ソフトボール投げ

水泳　25メートル平泳ぎ

水泳　50メートル平泳ぎ

３位

３位

２位

５位

５位

２位

３位

矢野太一

高橋明日香

成　績
（敬称略）

６位

５位フライングディスク
アキュラシーディスリート・５

フライングディスク
ディスタンスメンズスタンディング

競　技　種　目氏　名

佐伯　駿

別宮義勝氏
（丹原町今井）

四之宮裕隆氏
（実報寺）

明比和子氏
（中野甲）

塩出保允氏
（神拝甲）
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12
月
定
例
会
は
平
成
24
年
12
月

11
日
か
ら
平
成
25
年
１
月
９
日
の

30
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例

案
・
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が

上
程
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

各
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。（
指
定
期
間
は
、
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
）

　

指
定
す
る
施
設
と
指
定
管
理
者

は
次
の
と
お
り
。

○
総
合
文
化
会
館
、
丹
原
文
化
会

　

館　

ア
ク
テ
ィ
オ
㈱

○
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
、
食

　

の
創
造
館　

㈱
西
条
産
業
情
報

　

支
援
セ
ン
タ
ー

五
百
亀
記
念
館
設
置
及
び
管
理
条

例
に
つ
い
て

　

西
条
市
出
身
の
彫
刻
家
伊
藤

五
百
亀
氏
の
功
績
を
顕
彰
し
、
そ

の
作
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
芸
術
文
化
の
創
造
と
発
展

を
図
り
、
地
域
の
交
流
を
促
進
す

る
施
設
と
し
て
五
百
亀
記
念
館
を

設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

西
条
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
関
係
す

る
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
条
例
改

正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

○
「
政
務
調
査
費
」
を
「
政
務
活

　

動
費
」
に
改
め
る
。

○
政
務
活
動
費
を
充
て
る
こ
と
が

　

で
き
る
経
費
に
つ
い
て
、
条
例

　

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、

　

条
例
で
規
定
す
る
。

○
政
務
活
動
費
の
使
途
の
透
明
性

　

の
確
保
に
努
め
る
た
め
、
議
長

　

が
調
査
等
を
行
う
こ
と
が
で
き

　

る
旨
を
規
定
す
る
。

西
条
市
立
西
条
郷
土
博
物
館
等
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

西
条
市
立
西
条
郷
土
博
物
館
等

の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
所
要
の
条

例
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

○
休
館
日
及
び
開
館
時
間
に
関
す

　

る
事
項
、
指
定
管
理
者
制
度
の

　

導
入
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

　

規
定
す
る
。

一
般
会
計
（
第
８
・
９
回
）

○
補
正
額　

６
億
９
１
５
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

４
５
０
億
８
３
５
３
万
円

　

補
正
額
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
都
市
基
盤
の
整
備
】

○
（
第
２
期
中
央
地
区
）

　

ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　

１
億
７
７
８
０
万
円

○
（
壬
生
川
地
区
）

　

ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

【
農
業
の
振
興
】

○
県
営
土
地
改
良
施
設
耐
震
対
策

　

事
業　
　
　
　
　

９
６
８
万
円

【
保
健
・
医
療
の
充
実
】

○
予
防
事
業
費　

３
２
２
５
万
円

【
災
害
復
旧
事
業
】

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

（
24
年
８
月
31
日
豪
雨
）

　
　
　
　
　
　
　

４
億
９
９
万
円

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

（
24
年
台
風
16
号
災
）

　
　
　
　
　
　
　

２
２
２
９
万
円

【
交
通
体
系
の
整
備
】

○
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
０
万
円

○
安
心
安
全
歩
行
対
策
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　

１
４
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

３
６
４
４
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

１
３
９
億
８
４
９
５
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

△
９
９
８
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　

９
３
億
１
３
４
９
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

△
３
２
８
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
５
１
８
９
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
　

○
補
正
額　
　

△
１
２
２
２
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

38
億
５
９
９
８
万
円

ひ
う
ち
地
域
振
興
整
備
事
業
特
別

会
計

○
補
正
額　

　
　
　
　
　

１
億
４
９
７
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

３
億
１
７
４
３
万
円

小
松
地
域
交
流
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

21
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

２
億
２
７
７
０
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　

△
３６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

13
億
４
８
０
８
万
円

※
各
金
額
の
「
△
」
は
、
減
額
を

　

意
味
し
ま
す
。

人
事
案
件
２
件
に
同
意

　

最
終
日
の
１
月
９
日
に
、
人
事

案
件
２
件
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
再
任

○
村
上
和
也
氏
（
喜
多
川
）

　

平
成
２
年
４
月
か
ら
西
条
市
で

弁
護
士
事
務
所
を
開
設
。

壬
生
川
財
産
区
管
理
委
員

　

任
命
に
よ
る
後
任

○
矢
野　

勝
氏
（
壬
生
川
）

　

平
成
13
年
９
月
ま
で
住
友
重
機

械
工
業
株
式
会
社
勤
務
。
平
成
23

年
４
月
よ
り
東
亜
工
業
株
式
会
社

西
条
事
業
所
勤
務
。

一般会計補正額　６億9,156万円
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　　　　　皆さんは、バナナの花を食べたことはありますか。ベトナムには、至る所にさまざまな種類のバ
ナナが植えられていて、多種多様な料理に使われています。私たちが普段、口にするものはデザートとして
の甘いバナナだと思うのですが、ベトナムには、芋のように蒸したり、
スープに入れたりと、おかずとして調理される種類もあります。大きさ
も色もさまざまで、種類によって用途が異なり、薬用としても使用され
ます。バナナの花は、細く刻んでサラダに使われます。バナナの葉は、
もち米や魚を蒸すときに包むのに使用されます。バナナの木（学術的に
は茎）も食用のほか、西条市がフエ市で実施している防災教育支援事業
の中でも、イカダに姿を変え活躍しました。
　ベトナムを訪れる機会があれば、ぜひ、さまざまなバナナの味を楽し
んでみてください！（フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子）

vol.18

▲市場に並ぶさまざまなバナナ

【12月の空間放射線量測定結果一覧表】
測 定 場 所

うちぬき広場 12月26日

12月26日

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.09 マイクロシーベルト飯岡公民館

測 定 日 測 定 数 値

東予総合支所

楠河公民館

丹原総合支所

旧鞍瀬駐在所

小松総合支所

石鎚登山
ロープウェイ
山頂成就駅

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.11 マイクロシーベルト

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.09 マイクロシーベルト
毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.04 マイクロシーベルト

12月26日

12月26日

12月26日

12月26日

12月26日

12月19日
■問合せ
　市庁舎別館環境衛生課
　水・環境保全係　℡0897－52－1382

　西条市では、平常時の空間放射線量データ蓄積を
目的に、月に１度、市内８地点での空間放射線量の
測定をしています。
　12月の測定結果は右表のとおりですが、いずれの
地点においても異常値は観測されていません。

※環境省が示す基準値：毎時0.23マイクロシーベルト
※測定場所の位置図および過去の測定結果は市ホーム
　ページをご覧ください。

12月の空間放射線量測定結果

西条市民公園内の
　　　　　運動施設が使用できなくなります

■問合せ
　市庁舎別館都市計画整備課
　℡0897－52－1547
　市庁舎別館スポーツ健康課
　℡0897－52－1255

■グラウンド
（１月４日～平成26年１月31日）
■テニスコート
（４月１日～平成26年３月31日）
■弓道場
（４月１日以降、使用不可）
※西条児童館については、今まで
　どおり利用できます。

　西条市民公園内の運動施設（グラウンド・テニスコート・弓道場）は、公園再整備工事のため、次のとおり
使用できません。工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

テニスコート
グラウンド

弓道場
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■募集期間　２月15日㈮～５月31日㈮　当日消印有効
■応募資格　どなたでも応募できます。国籍・性別・年齢等を問いません。
■応募作品
　1000字以内（400字詰め原稿用紙２枚半）
　○亡き大切な人への手紙の形式であること。　
　○事実に基づく未発表作品であること。
　○日本語表記であること。
　○応募作品は返却しません。応募作品の著作権は、翻訳、翻案等、２次
　　利用の権利も含み、西条市へ帰属するものとします。
■応募方法
　①郵送　　②ファックス　　③電子メール
　④専用投稿サイトからの応募　　⑤「白い羽のポスト」への投函
　⑥事務局への持参
　　※「白い羽のポスト」は、「千の風になったあなたへ贈る手紙」専用の投函ポストです。
　　　西条図書館や「千の風」協力都市である北海道七飯町、新潟県新潟市に設置されます。
■特別選考委員
　　　「千の風になって」訳詩・作曲者　新井　満氏（右写真）　ほか
■表彰作品
　　○大　賞（１作品）
　　○準大賞（１作品）
　　○「千の風になって」誕生の地 北海道七飯町賞（１作品）
　　○「千の風のふるさと」新潟市賞（１作品）
　　○「千の風になったあなたへ贈る手紙」のふるさと（※２）西条市賞（１作品）
　　○奨励賞（10作品）
　　●表彰作品のほか、優秀作品をまとめた書籍の発行を予定しています。

　※１　本市出身のテノール歌手秋川雅史さんがうたう「千の風になって」の
　　　　大ヒットにより、平成19年から市民有志によるまちづくり活動も活発
　　　　に行われてきました。
　※２　㈱朝日新聞社および㈱朝日新聞出版主催の第１回募集（平成21年）に
　　　　おける応募作品が本市に寄託され、西条図書館で保管されています。

■募集期間　２月15日㈮～５月31日㈮　当日消印有効
■応募資格　どなたでも応募できます。国籍・性別・年齢等を問いません。
■応募作品
　1000字以内（400字詰め原稿用紙２枚半）
　○亡き大切な人への手紙の形式であること。　
　○事実に基づく未発表作品であること。
　○日本語表記であること。
　○応募作品は返却しません。応募作品の著作権は、翻訳、翻案等、２次
　　利用の権利も含み、西条市へ帰属するものとします。
■応募方法
　①郵送　　②ファックス　　③電子メール
　④専用投稿サイトからの応募　　⑤「白い羽のポスト」への投函
　⑥事務局への持参
　　※「白い羽のポスト」は、「千の風になったあなたへ贈る手紙」専用の投函ポストです。
　　　西条図書館や「千の風」協力都市である北海道七飯町、新潟県新潟市に設置されます。
■特別選考委員
　　　「千の風になって」訳詩・作曲者　新井　満氏（右写真）　ほか
■表彰作品
　　○大　賞（１作品）
　　○準大賞（１作品）
　　○「千の風になって」誕生の地 北海道七飯町賞（１作品）
　　○「千の風のふるさと」新潟市賞（１作品）
　　○「千の風になったあなたへ贈る手紙」のふるさと（※２）西条市賞（１作品）
　　○奨励賞（10作品）
　　●表彰作品のほか、優秀作品をまとめた書籍の発行を予定しています。

　※１　本市出身のテノール歌手秋川雅史さんがうたう「千の風になって」の
　　　　大ヒットにより、平成19年から市民有志によるまちづくり活動も活発
　　　　に行われてきました。
　※２　㈱朝日新聞社および㈱朝日新聞出版主催の第１回募集（平成21年）に
　　　　おける応募作品が本市に寄託され、西条図書館で保管されています。

【応募先・問合せ】
〒793－8601　西条市明屋敷164番地
　市庁舎本館行政改革推進課内　「千の風」手紙プロジェクト事務局
　℡ 0897－52－1460　FAX 0897－52－1200　ｅメールアドレス gyoseikaikaku@saijo-city.jp

▲白い羽のポスト（イメージ）▲白い羽のポスト（イメージ）
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▼

　名曲「千の風になって」ゆかりのまち（※１）西条市では、歌にちなんだ新たなまちの魅力の創出、
発信をめざして、亡き大切な人への想いを綴る「千の風になったあなたへ贈る手紙」を全国募集します。
　名曲「千の風になって」ゆかりのまち（※１）西条市では、歌にちなんだ新たなまちの魅力の創出、
発信をめざして、亡き大切な人への想いを綴る「千の風になったあなたへ贈る手紙」を全国募集します。

ななえ

（Ｃ）Ｋｕｒｉｇａｍｉ　Ｋａｚｕｍｉ（Ｃ）Ｋｕｒｉｇａｍｉ　Ｋａｚｕｍｉ

広報さいじょう　2013　２月号 8



▼
▼

問合せ：観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575

 入場は無料ですが、事前に観覧申込みが必要です。
■申込方法
　往復はがきに以下の内容を記入し、お送りください。
　●往信用裏面：
　　　①郵便番号　②住所　③氏名　④電話番号
　　　⑤石鎚山に対する思いやエピソード
　　※①～④は必須、⑤はあれば記入してください。
  ●返信用表面：①郵便番号　②住所　③氏名
　　※返信用裏面には何も書かないでください。　
■申込先
　〒793-0030　西条市大町798番地１
　　西条市観光振興課「石鎚山の魅力を語る」担当
■申込期限
　２月28日㈭必着

　霊峰「石鎚山」の豊かな自然は、悠久の歴史を育み人々の生活を支える存在です。地域の宝でもあるこ
の石鎚山の魅力を改めて見つめ直す機会としたイベントを行います。
　第一部は長年石鎚の写真を撮り続けている写真家の三浦聖さんによる写真を見ながらのトークショー、
第二部は地元を愛するテノール歌手の秋川雅史さんによる美しい歌声を交え、石鎚山に対する思いを語っ
ていただきます。

歌手
秋川雅史さん
歌手
秋川雅史さん

■期間　３月15日㈮～24日㈰（休館日を除く）
■場所　総合文化会館展示室

○応募多数の場合は抽選の上、３月６日㈬ころまで
　に当選された方には入場整理券（１枚につき２人
　まで入場可能）を、落選された方はその旨を連絡
　するご案内を、それぞれに発送します。
○未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。
○転売目的の申し込みは、固くお断りします。
○今回いただいた情報は、抽選結果の連絡のほか、
　イベントのご案内に使用させていただきます。

三浦聖写真展
「石鎚　～気宿る山～」
三浦聖写真展

「石鎚　～気宿る山～」

写真家
三浦　聖さん
（左写真３枚撮影）

写真家
三浦　聖さん
（左写真３枚撮影）

観覧募集観覧募集 注意事項

３月20日㈬
　開場：15時20分　　開演：16時
　（終演予定：17時30分）

総合文化会館大ホール
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　市職員の給与は、職務の内容、民間企業との
比較、国や他市町村とのバランスを考慮して、
条例で定めています。問合せ：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

※　１．西条市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※配偶者のない職員の場合、扶養親族のうち１人は、11,000円。
※15歳に達する日後の最初の４月１日から22歳に達する日以後の最初の３月31
　日までの子１人につき、5,000円加算。

※　１．基本給とは職員の給料、扶養手当の合算額の平均です。
　　２．平均月収額は職員の基本給と毎月支払われる各種手当（通勤手当、住
　　　居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

※　１．決算には消費税を含んでいません。
　　２．職員給与費とは、職員に対して支給される給料と各種手当（扶養手当、
　　　通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）に要する経費
　　　であり、退職手当に要する経費は含んでいません。

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成23年４月１日現在の実数です。

その他の加算措置
○退職手当調整額：職務の等級の区分に応じた調整月額を定め、在職期間のう
　　　　　　　　　ち、その月額の高いほうから60月分の合計額を加算
○定年前早期退職特別措置：２～20％加算措置

１人当たりの平均支給額：2,219万円（平成23年度退職者への平均支給額）

加算措置の状況：職制上の段階、職務の級等による加算措置

手当の種類（手当数）：13種類（代表的な手当は次のとおり）
○支給額の多い手当：消防職員手当、救急手当、税務手当、社会福祉業務手当
○多くの職員に支給されている手当：同上

▼ 通勤手当

▼ 扶養手当

▼ 住居手当

▼ 退職手当

▼ 期末・勤勉手当

▼ 時間外勤務手当　　　　　　　　　　　　　平成23年度

▼ 特殊勤務手当　　　　　　　　　　　　　　平成23年度

一般行政職の級別職員数の状況　平成24年４月１日現在

職員手当の状況　　　　　　　　平成24年４月１日現在

特別職の報酬等の状況　　　　　平成24年４月１日現在

年齢別職員構成の状況　　　　　平成24年４月１日現在

区 分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

主事

技師

主任 係長

主査

専門員 副課長 課長

主幹

副部長 部長

602人15人24人39人55人96人263人73人37人

6.1％ 12.1％ 43.7％ 16.0％ 9.1％ 6.5％ 4.0％ 2.5％ 100％

合計

国・県の制度との
異同

国の制度との異同

国の制度との異同

国の制度との異同

国の制度との異同

西条市の支給額

西条市の支給額

西条市の支給額

勤勉手当期末手当

自己都合 勧奨・定年

区　　分

区　　分

区　　　分

区　　　分

全 職 種

全 職 種

支給割合　平成23年度

配偶者

配偶者以外の扶養親族

支給率

支給実績

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たりの平均支給年額

職員１人当たりの支給年額

支給実績

2.6月分

23.50月分 30.55月分

33.50月分 41.34月分

47.50月分 59.28月分

59.28月分 59.28月分

15,825千円

13,000円

6,500円

154,346千円

209千円

24.8％

64,070円

1.35月分 同

同

同

同

同

８級７級６級５級４級３級２級１級

交通用具（自動車等）使用者
　２㎞以上５㎞未満：2,000円
　５㎞以上：4,100～24,500円

交通機関（電車・バス等）利用者
　負担している運賃の額に応じて、１カ月当
たり最高55,000円まで支給

市長

区　分

区　分

区分
給　料

給　　与　　費

区　分 平均年齢 基本給 平均月収額

水道事業 43.8歳 329,871円 362,693円

職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

１人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）

職員数
（Ａ）

総 費 用
（Ａ）

純損益・
実質収支

職員給与費
（Ｂ）

給料・報酬
月額 期末手当

区　分

計職員数

職員数

区　分

20歳
　未満

20～
　23歳

24～
　27歳

28～
　31歳

32～
　35歳

36～
　39歳

40～
　43歳

44～
　47歳

48～
　51歳

52～
　55歳

56～
　59歳

60歳
　以上

退職手当（４年任期満了時）

913,000円 給料月額×在職年数×550／100

副市長

水道事業

水道
事業

職員給与費
比率

（Ｂ/Ａ）

721,000円 給料月額×在職年数×400／100

議長 456,000円

副議長 393,000円

議員 366,000円

○支給割合
　平成23年度
2.95月分

○役職加算
15％

借家・借間居住者
　月額12,000円を超える家賃を支払っている
職員に対し、負担している家賃の額に応じて
最高27,000円（家賃55,000円以上の場合）まで支給

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

公営企業職員給与費の状況　　　　　平成23年度決算

57,389
千円

6,739
千円

20,270
千円

84,398
千円

5,627
千円

777,444
千円

△3,685
千円

84,398
千円

15人

1,000人

4人

131人

29人

98人

34人

107人

68人

143人

109人

134人

142人

1人
10.9％

公営企業職員の年齢・基本給・月収額の状況　
平成24年４月１日現在
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6％
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12％
14％
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構成比

６

７

８

10

12

９

※人件費には、市長などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

人件費の状況　　　　　　　　平成23年度普通会計決算

住民基本台帳人口
平成24年３月31日現在

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支 人件費率

（Ｂ／Ａ）

42,989,565
千円

2,311,961
千円114,042人 19.0％8,178,675

千円

１

職員の初任給の状況　　　　　　平成24年４月１日現在

区　　分 西条市 愛媛県 国

一般行政職 大学卒 Ⅱ種 172,200円176,355円172,200円

一般行政職 高校卒 Ⅲ種 140,100円142,911円140,100円

技能労務職 129,200円

４

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後
　の年数をいいます。

職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
平成24年４月１日現在

区　　分 経験年数13年 経験年数18年 経験年数22年

281,926円 322,000円 362,271円

243,220円 296,475円 322,467円

222,500円 250,400円 274,100円

一般行政職 大学卒

一般行政職 高校卒

技能労務職

５

※平均給与月額は平成24年４月に支給された給料のほか、各種手当（扶養手当、
　通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

職員の給料月額・給与月額・年齢の状況（平均）
平成24年４月１日現在

西条市

区 分
給料月額 給与月額

一般行政職 技能労務職

年齢 給料月額 給与月額 年齢

325,977円 378,001円 264,024円 274,641円 48.3歳44.3歳

愛媛県 353,414円 448,806円 343,258円 386,786円 49.2歳44.9歳

３

　国 304,944円

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成23年４月１日現在の実数です。

職員給与費の状況　　　　　　平成23年度普通会計決算

職員数
（Ａ）

給　与　費

給　料 職員手当 計（Ｂ）期末勤勉手当

１人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）

3,248,660
千円918人 431,715

千円
1,157,496

千円
4,837,871

千円
5,270
千円

２

市職員の給与状況・定員管理

270,465円42.8歳 49.7歳

※　１．職員数は一般職に属する職員数（教育長１人を含む）です。地方公務員の身
　　　分を保有する休職者と派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。
　　２．（　）内は条例定数の合計です。

部門別職員数の状況と主な増減理由　各年４月１日現在

議会

合　　計

主な
増減理由

対前年
増減数平成23年

職　員　数区分
部門 平成24年

0人
総務企画 △4人
税務 0人
民生 △2人
衛生 △1人
労働 0人
農林水産 0人
商工 △2人
土木 1人

小　計 △8人

教育 △7人
消防 9人

小　計 △6人

水道 △1人
下水道 △1人
その他 △2人

小　計 △4人

△10人
（9人）

9人
201人
49人
134人
68人
1人
66人
28人
83人

639人

146人
134人

919人

19人
26人
46人

91人

1,010人
（1,145人）

9人
197人
49人
132人
67人
1人
66人
26人
84人

631人

139人
143人

913人

18人
25人
44人

87人

1,000人
（1,154人）

普　

通　

会　

計

公
営
企
業
等
会
計

一
般
行
政

業務体制の見
直し等による。

退職不補充、
業務体制の
強化等による。

業務体制の見
直し等による。
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　市職員の給与は、職務の内容、民間企業との
比較、国や他市町村とのバランスを考慮して、
条例で定めています。問合せ：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

※　１．西条市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※配偶者のない職員の場合、扶養親族のうち１人は、11,000円。
※15歳に達する日後の最初の４月１日から22歳に達する日以後の最初の３月31
　日までの子１人につき、5,000円加算。

※　１．基本給とは職員の給料、扶養手当の合算額の平均です。
　　２．平均月収額は職員の基本給と毎月支払われる各種手当（通勤手当、住
　　　居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

※　１．決算には消費税を含んでいません。
　　２．職員給与費とは、職員に対して支給される給料と各種手当（扶養手当、
　　　通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）に要する経費
　　　であり、退職手当に要する経費は含んでいません。

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成23年４月１日現在の実数です。

その他の加算措置
○退職手当調整額：職務の等級の区分に応じた調整月額を定め、在職期間のう
　　　　　　　　　ち、その月額の高いほうから60月分の合計額を加算
○定年前早期退職特別措置：２～20％加算措置

１人当たりの平均支給額：2,219万円（平成23年度退職者への平均支給額）

加算措置の状況：職制上の段階、職務の級等による加算措置

手当の種類（手当数）：13種類（代表的な手当は次のとおり）
○支給額の多い手当：消防職員手当、救急手当、税務手当、社会福祉業務手当
○多くの職員に支給されている手当：同上

▼ 通勤手当

▼ 扶養手当

▼ 住居手当

▼ 退職手当

▼ 期末・勤勉手当

▼ 時間外勤務手当　　　　　　　　　　　　　平成23年度

▼ 特殊勤務手当　　　　　　　　　　　　　　平成23年度

一般行政職の級別職員数の状況　平成24年４月１日現在

職員手当の状況　　　　　　　　平成24年４月１日現在

特別職の報酬等の状況　　　　　平成24年４月１日現在

年齢別職員構成の状況　　　　　平成24年４月１日現在

区 分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

主事

技師

主任 係長

主査

専門員 副課長 課長

主幹

副部長 部長

602人15人24人39人55人96人263人73人37人

6.1％ 12.1％ 43.7％ 16.0％ 9.1％ 6.5％ 4.0％ 2.5％ 100％

合計

国・県の制度との
異同

国の制度との異同

国の制度との異同

国の制度との異同

国の制度との異同

西条市の支給額

西条市の支給額

西条市の支給額

勤勉手当期末手当

自己都合 勧奨・定年

区　　分

区　　分

区　　　分

区　　　分

全 職 種

全 職 種

支給割合　平成23年度

配偶者

配偶者以外の扶養親族

支給率

支給実績

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たりの平均支給年額

職員１人当たりの支給年額

支給実績

2.6月分

23.50月分 30.55月分

33.50月分 41.34月分

47.50月分 59.28月分

59.28月分 59.28月分

15,825千円

13,000円

6,500円

154,346千円

209千円

24.8％

64,070円

1.35月分 同

同

同

同

同

８級７級６級５級４級３級２級１級

交通用具（自動車等）使用者
　２㎞以上５㎞未満：2,000円
　５㎞以上：4,100～24,500円

交通機関（電車・バス等）利用者
　負担している運賃の額に応じて、１カ月当
たり最高55,000円まで支給

市長

区　分

区　分

区分
給　料

給　　与　　費

区　分 平均年齢 基本給 平均月収額

水道事業 43.8歳 329,871円 362,693円

職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

１人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）

職員数
（Ａ）

総 費 用
（Ａ）

純損益・
実質収支

職員給与費
（Ｂ）

給料・報酬
月額 期末手当

区　分

計職員数

職員数

区　分

20歳
　未満

20～
　23歳

24～
　27歳

28～
　31歳

32～
　35歳

36～
　39歳

40～
　43歳

44～
　47歳

48～
　51歳

52～
　55歳

56～
　59歳

60歳
　以上

退職手当（４年任期満了時）

913,000円 給料月額×在職年数×550／100

副市長

水道事業

水道
事業

職員給与費
比率

（Ｂ/Ａ）

721,000円 給料月額×在職年数×400／100

議長 456,000円

副議長 393,000円

議員 366,000円

○支給割合
　平成23年度
2.95月分

○役職加算
15％

借家・借間居住者
　月額12,000円を超える家賃を支払っている
職員に対し、負担している家賃の額に応じて
最高27,000円（家賃55,000円以上の場合）まで支給

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

公営企業職員給与費の状況　　　　　平成23年度決算

57,389
千円

6,739
千円

20,270
千円

84,398
千円

5,627
千円

777,444
千円

△3,685
千円

84,398
千円

15人

1,000人

4人

131人

29人

98人

34人

107人

68人

143人

109人

134人

142人

1人
10.9％

公営企業職員の年齢・基本給・月収額の状況　
平成24年４月１日現在

20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上

0％
2％
4％
6％
8％
10％
12％
14％
16％

構成比

６

７

８

10

12

９

※人件費には、市長などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

人件費の状況　　　　　　　　平成23年度普通会計決算

住民基本台帳人口
平成24年３月31日現在

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支 人件費率

（Ｂ／Ａ）

42,989,565
千円

2,311,961
千円114,042人 19.0％8,178,675

千円

１

職員の初任給の状況　　　　　　平成24年４月１日現在

区　　分 西条市 愛媛県 国

一般行政職 大学卒 Ⅱ種 172,200円176,355円172,200円

一般行政職 高校卒 Ⅲ種 140,100円142,911円140,100円

技能労務職 129,200円

４

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後
　の年数をいいます。

職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
平成24年４月１日現在

区　　分 経験年数13年 経験年数18年 経験年数22年

281,926円 322,000円 362,271円

243,220円 296,475円 322,467円

222,500円 250,400円 274,100円

一般行政職 大学卒

一般行政職 高校卒

技能労務職

５

※平均給与月額は平成24年４月に支給された給料のほか、各種手当（扶養手当、
　通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

職員の給料月額・給与月額・年齢の状況（平均）
平成24年４月１日現在

西条市

区 分
給料月額 給与月額

一般行政職 技能労務職

年齢 給料月額 給与月額 年齢

325,977円 378,001円 264,024円 274,641円 48.3歳44.3歳

愛媛県 353,414円 448,806円 343,258円 386,786円 49.2歳44.9歳

３

　国 304,944円

※　１．職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は平成23年４月１日現在の実数です。

職員給与費の状況　　　　　　平成23年度普通会計決算

職員数
（Ａ）

給　与　費

給　料 職員手当 計（Ｂ）期末勤勉手当

１人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）

3,248,660
千円918人 431,715

千円
1,157,496

千円
4,837,871

千円
5,270
千円

２

市職員の給与状況・定員管理

270,465円42.8歳 49.7歳

※　１．職員数は一般職に属する職員数（教育長１人を含む）です。地方公務員の身
　　　分を保有する休職者と派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。
　　２．（　）内は条例定数の合計です。

部門別職員数の状況と主な増減理由　各年４月１日現在

議会

合　　計

主な
増減理由

対前年
増減数平成23年

職　員　数区分
部門 平成24年

0人
総務企画 △4人
税務 0人
民生 △2人
衛生 △1人
労働 0人
農林水産 0人
商工 △2人
土木 1人

小　計 △8人

教育 △7人
消防 9人

小　計 △6人

水道 △1人
下水道 △1人
その他 △2人

小　計 △4人

△10人
（9人）

9人
201人
49人
134人
68人
1人
66人
28人
83人

639人

146人
134人

919人

19人
26人
46人

91人

1,010人
（1,145人）

9人
197人
49人
132人
67人
1人
66人
26人
84人

631人

139人
143人

913人

18人
25人
44人

87人

1,000人
（1,154人）

普　

通　

会　

計

公
営
企
業
等
会
計

一
般
行
政

業務体制の見
直し等による。

退職不補充、
業務体制の
強化等による。

業務体制の見
直し等による。
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そこで23年度からは被害防止研修会の開催、国の補助事業
や中山間地域等直接支払交付金を活用したイノシシの侵入
防止柵設置などの対策を進めています。基盤整備した水田
の周りをブロックごとに囲う侵入防止柵は、昨年度と今年
度で合わせて11キロメートルを
設置する予定となっています。
　さらに今年度は、県の事業の
研究対象地区の選定を受け、愛
媛大学との連携指導のもとセン
サーカメラ10台を設置して24時
間体制で鳥獣の実態調査が行わ
れており、その行動範囲などを
把握することで効果的な被害防
止策につながることが、大いに
期待されているところです。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363東予総合支所

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

悠久の歴史ロマンを訪ねるプチ登山
　　　　　　　　　　　 ～ 眼下に広がる景色に絶句！ ～

　きうり(きゅうり)封じで有名な世田薬師から、世田山を
経て笠松山へ抜ける世田山遊歩道。
　今日は、この「歴史のこみち」を散策してみましょう。
　まず、竹林と針葉樹のトンネルを進むと、燧灘や道前平
野から、遠くは新居浜市まで見渡せる休憩所に着きます。
さらに折れ曲がり険しくなった道を登ると、やがて石段が
現れ世田薬師の奥の院に到着します。南北朝時代、軍事的
要衝であった世田山はしばしば戦場となりましたが、1342
年の攻防では、伊予国の守護であった大館氏明ら世田山城
に結集した南朝方二千余騎に対し、攻め寄せた細川頼春の
率いる北朝方は一万騎余り。善戦奮闘もむなしく、ついに
は城に火を放った南朝方は壮絶な最期を遂げたそうです。

今もこの奥の院には、大館氏明の墓が残されています。
　そんな歴史ロマンに浸りながら歩を進め、尾根に出ると
道は世田山の山頂方向と笠松山への縦走路に分かれます。
今日は尾根伝いに１.1キロメートルの笠松山に足を伸ばし
ます。かなり起伏があるように見えますが、実際に歩いて
みるとそれほどでもありません。この山頂からの絶景たる
や、道中の疲れも吹き飛びます。来島海峡の小島を結ぶ三
連橋や冠雪で銀色に輝く石鎚山系を一望できるのです。
　休みながらゆっくり歩いても往復３時間。空気の澄むこ
の季節が実はお勧めなのです。あなたもいかがですか。
　

いる塩見由紀先生のご指導のもと、レクリエーションを実
施しました。参加した約50組の親子全員がはだしになって
ウォーミングアップをした後、最終目標である全員で行う
パフォーマンスに向けレッスンを開始。最初はぎこちなか
った動きも、次第に音楽に合わせてリズミカルなものとな
り、完成披露後の参加者の皆さんは、気持ちのいい汗を輝
かせながら、やりきった充実感にあふれていました。
　同協議会では、情報交換や交流を深めることで今後の活
動の発展につなげたいと考えており、そのために全愛護班
が集う研究集会を毎年開催しています。今年度は２月24日
に小松公民館で行う予定です。協議会の瀬川会長は「活動
していると地域とのつながりの大切さを実感します。少し
でも多くの保護者や地域の皆さんに参加していただき、子
どもたちが楽しく安心して暮らせる地域となることを願い
ながら活動しています」と話してくださいました。

子どもたちが楽しく安心して暮らせる地域に
　　　 　　　　　　　　～ 小松地域愛護班連絡協議会 ～

　地域を上げて青少年の健全育成を推進する愛護班活動。
小松地域にも、小学生の保護者が中心となり地域の方々と
ともに活動している愛護班が23団体あります。それぞれの
愛護班では、新入生の歓迎会から始まるさまざまなレクリ
エーションや、三世代が交流する地域の伝統行事の伝承活
動など、工夫を凝らした事
業を展開しています。
　また、小松地域愛護班連
絡協議会では年に一度「親
子レクリエーション大会」
を開催しており、去る10月
にはダンス教室を開講して

野生鳥獣による農作物被害を完封 !?　　　　　　                                       
　　　　　　　　 ～ 川根地区が一体となった取り組み ～

　丹原町の西北部に位置する川根地区。県道151号 関屋今
井線沿いの平坦地では米や野菜等の施設園芸が盛んで、周
辺の山すそには柿を中心とした果樹園が広がっています。
　同地区は東川根と西川根の二つの集落に分かれますが、
国営道前用水の受益地区として、一体的な農業が営まれて
います。また、かつては狭小な水田が多くを占める状況に
ありましたが、平成７年度から取り組んだ水田の基盤整備
によって良質米の生産を推進するとともに、ほ場整備した
優良田を荒廃させないよう、農地の保全活動を住民が一体
となって展開してきました。
　しかしその一方で、イノシシやシカなど野生鳥獣による
農作物被害が年々増加し、深刻な問題となっていました。

世田山遊歩道は平成２年度に「えひめ自然百選」にも選ばれています

補
助
事
業
を
活
用
し
た
侵
入
防
止
柵
の
設
置
と

　
　

 

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
イ
ノ
シ
シ

リズムに合わせて体を動かすとみんな
いつしか笑顔でいっぱいでした
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な
事
業
の
展
開
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め
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る

「
ワ
ク
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
＆
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
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。
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イ
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ス
に
は
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事
業
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も
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や
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さ
ら
に
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技
術
相
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バ

イ
ザ
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や
専
門
機
関
等
と
連
携
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
経
営
課
題
の
解
決

に
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品
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会
議
運
営
な

ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
こ
で
飯
尾
代
表
は
、
翻
訳
と

海
外
向
け
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
経

験
豊
富
な
翻
訳
家
と
連
携
し
て
、

そ
の
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
埋
め
る
べ

く
翻
訳
デ
ザ
イ
ン
業
務
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
社
が
翻
訳
か
ら
デ
ザ
イ
ン
・

加
工
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提

供
す
る
こ
と
で
、
発
注
者
側
は
時

間
と
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
何
よ
り
も

同
社
の
強
み
で
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
関
す
る
専
門
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
と
合
わ
せ
て
、
一
貫
し
た
工

程
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
「
仕
事
そ
の
も
の
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
」
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、

経
験
を
通
じ
て
蓄
積
し
て
き
た
知

識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
新
た

■
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挑
戦

　
現
在
、
同
社
は
サ
イ
ク
ス
の
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
に
入
居
し
、
新

た
な
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
べ
く

奮
闘
し
て
い
る
。

　

そ
の
新
た
な
事
業
と
は
、
翻
訳

デ
ザ
イ
ン
業
務
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
日
本
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
翻
訳
・
デ
ザ
イ

ン
・
加
工
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

う
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
で
あ
る
。

　

国
際
化
の
進
展
に
よ
り
、
海
外

へ
進
出
し
よ
う
と
す
る
企
業
や
、

海
外
か
ら
の
観
光
誘
致
・
集
客
に

取
り
組
む
自
治
体
は
年
々
増
加
し

て
い
る
が
、
そ
の
際
に
有
力
な
ツ

ー
ル
と
な
る
べ
き
は
ず
の
海
外
向

け
翻
訳
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
現

状
は
、
現
地
の
人
に
と
っ
て
は
分

か
り
に
く
い
表
現
や
デ
ザ
イ
ン
が

散
見
さ
れ
る
な
ど
、
満
足
の
い
く

も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
海
外

と
の
取
り
引
き
に
お
い
て
最
も
障

壁
と
な
る
言
語
の
壁
を
ク
リ
ア
で

き
ず
に
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
文
化
の
違
い
に
よ
る
「
ギ
ャ
ッ

プ
」
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
。

information vol.98

ワ
ク
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

サ
イ
ク
ス
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室　

入
居
企
業
紹
介 

⑤

仕
事
そ
の
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
経
営
を
サ
ポ
ー
ト

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
毎
月
第
二
月

曜
日
に
、
異
業
種
交
流
の
場
で
あ

る
「
う
ち
ぬ
き
サ
ロ
ン
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

情
報
や
知
恵
、
新
し
い
創
造
の

熱
気
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
、
ま

た
、
地
域
の
産
業
振
興
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
す
場
所
と
し
て
開

催
し
て
い
る
こ
の
交
流
会
に
は
、

毎
回
、
百
名
程
度
の
産
業
人
の
皆

さ
ん
が
集
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。　

　

業
種
や
分
野
な
ど
は
問
い
ま
せ

ん
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
２
月
の
開
催
予
定

○
日
時　

２
月
12
日
㈫

　
　
　
　
　

18
時
～
20
時
30
分

＊
２
月
は
第
二
月
曜
日
が
祝
日
の

た
め
、
火
曜
日
の
開
催
と
し
ま
す
。

○
場
所　

サ
イ
ク
ス
１
階

　
　
　
　
　
　

交
流
サ
ロ
ン

○
参
加
費　

２
千
円

（
Ｇ
―
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
会
員
企
業
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
千
円
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
３
―
０
０
１
０

写真①　ワクタル
デザイン＆イノベ
ーションの飯尾代
表

写真②　同社がデ
ザインを手掛けた
商品パッケージ

写真③　同社の情
報を発信するホー
ムページ（イメー
ジ）

①

③

②

産
業
人
な
ど
の
集
い
の
場

 

異
業
種
交
流
会 

う
ち
ぬ
き
サ
ロ
ン

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
事
業
案
内
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
「
老

齢
年
金
」
な
ど
、
老
齢
（
退
職
）
を

支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
は
、

税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
老
齢
年
金
の
額
が

１
０
８
万
円
以
上
（
65
歳
以
上
の

方
は
１
５
８
万
円
以
上
）
の
方
に

つ
い
て
は
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
24

年
中
に
老
齢
年
金
を
受
け
取
ら
れ

て
い
る
方
全
員
に
対
し
て
、
源
泉

徴
収
票
を
平
成
25
年
１
月
下
旬
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
以
外
に
ほ
か
の
収
入
が
あ

り
税
務
署
で
確
定
申
告
す
る
場
合

や
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
場
合
は
、
源
泉
徴

収
票
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

は
再
交
付
が
で
き
ま
す
の
で
、
紛

失
さ
れ
た
方
は
、
最
寄
り
の
年
金

事
務
所
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
非
課  

　

税
で
す
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は

　

送
付
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
４
４
５

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

　

持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
に
つ

い
て
は
『
ね
ん
き
ん
特
別
便
』
な

ど
で
持
ち
主
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
方
に
お
知
ら
せ
し
、
確
認
を

お
願
い
す
る
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
に
ご
本
人
に

つ
な
が
ら
な
い
年
金
記
録
が
、
約

２
２
４
０
万
件
も
残
っ
て
お
り
、

そ
の
記
録
の
約
75
㌫
は
60
歳
以
上

の
方
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
は
ご
本
人
に
関

す
る
情
報
（
当
時
は
旧
姓
、
違
う

生
年
月
日
を
登
録
し
て
い
た
、
氏

名
の
文
字
・
読
み
方
が
違
う
な
ど
）

を
申
し
出
る
こ
と
で
持
ち
主
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
1
月
末

よ
り
、
厚
生
労
働
省
と
日
本
年
金

機
構
が
連
携
し
て
、
年
金
記
録
に

「
漏
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
方
に
申
し
出
て
い
た

だ
く
『
気
に
な
る
年
金
記
録
、
再

確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
一
人
で
も
多
く
の
方

の
年
金
記
録
の
回
復
に
つ
な
が
り

ま
す
よ
う
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の

お
申
し
出
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

老
齢
年
金
受
給
者
に
源
泉
徴

収
票
を
送
付
し
て
い
ま
す

気
に
な
る
年
金
記
録
、

再
確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

　

平
成
24
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
に
お
け
る
税
務
署
で
の
相
談
、

申
告
書
の
受
付
・
納
税
は
、
２
月

18
日
㈪
か
ら
３
月
15
日
㈮
で
す
。

　

還
付
申
告
書
は
、
１
月
１
日
以

降
で
あ
れ
ば
提
出
で
き
ま
す
。

■
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
（
個
人
事
業
者
）

　

平
成
24
年
分
の
個
人
事
業
者
の

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
申

告
と
納
税
は
、
２
月
18
日
㈪
か
ら

４
月
１
日
㈪
ま
で
で
す
。

■
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

　

平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
の
１
年
間
に
個
人
か
ら
も
ら

っ
た
財
産
の
価
額
が
１
１
０
万
円

を
超
え
る
方
は
、
贈
与
税
の
申
告

と
納
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
平

成
24
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
と
納

税
は
、
２
月
１
日
㈮
か
ら
３
月
15

日
㈮
ま
で
で
す
。

■
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
確
定
申

告
の
お
願
い
　
～
贈
与
税
の
申
告

も
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
！
～

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

所
得
税
、
贈
与
税
お
よ
び
個
人
事

業
者
の
消
費
税
（
地
方
消
費
税
を

含
む
）
の
申
告
書
な
ど
が
簡
単
に

作
成
で
き
、
自
動
計
算
機
能
が
あ

る
た
め
記
載
漏
れ
や
計
算
誤
り
を

未
然
に
防
止
で
き
ま
す
。

　

同
コ
ー
ナ
ー
で
は
平
成
24
年
分

か
ら
、
贈
与
税
の
申
告
も
イ
ー
タ

ッ
ク
ス
で
で
き
ま
す
の
で
、
積
極

的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

URLhttp://w
w

w
.nta.go.jp

■
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
確
認

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
申
告
す
る
際

に
使
用
す
る
「
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
」
の
電
子
証
明
書
は
、
発
行

の
日
か
ら
３
年
間
有
効
で
す
。
有

効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

伊
予
西
条
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
９
０

※
自
動
音
声
に
従
い
、「
２
」
番

　

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
は

自
分
で
作
成
し
て
お
早
め
に
！

20
日
㈬　

市
県
民
税
第
４
期
分
、

　

国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

28
日
㈭　

国
民
健
康
保
険
税
第
８

　

期
分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま

　

す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
預
金
残
高
に
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

２
月
の
市
税
ご
よ
み
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

世
帯
内
の
同
じ
医
療
保
険
の
被

保
険
者
全
員
が
、
１
年
間
（
毎
年

８
月
～
翌
年
７
月
）
に
支
払
っ
た

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負

担
額
（
高
額
療
養
費
や
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
を
除
い
た
額
）
を
合

計
し
、
左
表
の
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
、

そ
の
超
え
た
金
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
医
療
保
険
・
介
護
保
険
い
ず

れ
か
の
自
己
負
担
額
が
０
円
の
場

合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
限
度
額
を

超
え
た
額
が
５
０
０
円
未
満
の
場

合
も
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
申
請

　

申
請
先
は
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
窓
口
で
す
。
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療

制
度
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

平
成
24
年
７
月
31
日
（
支
給
基

準
日
）
現
在
、
国
民
健
康
保
険
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
、
支
給
対
象
と
な
る
世
帯
に

は
「
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
の

で
、
そ
の
内
容
に
従
っ
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次

に
該
当
す
る
方
は
「
お
知
ら
せ
」

が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方

は
担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
「
お
知
ら
せ
」
が
届
か
な
い
方

　

平
成
23
年
８
月
１
日
～
平
成
24

年
７
月
31
日
の
間
に
、

○
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

○
医
療
保
険
が
変
わ
っ
た
方

○
医
科
・
歯
科
で
の
受
診
が
一
度

　

も
な
い
方
（
柔
道
整
復
、
あ
ん

　

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み
の
方
）

※
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
加
入
者

　

は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
各
制
度
の
問
合
せ
先

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

医
療
係
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

　

国
保
係
（
国
民
健
康
保
険
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

介
護
認
定
給
付
係
（
介
護
保
険
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
２
３

○
東
予
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
後
期
高
齢
者
医

　

療
・
国
民
健
康
保
険
）

　

福
祉
係
（
介
護
保
険
）

○
丹
原
・
小
松
総
合
支
所　

市
民

　

福
祉
課
市
民
福
祉
係
（
各
制
度
）

■自己負担限度額
▼後期高齢者（長寿）医療制度に加入している方
　国民健康保険に加入している、70歳～74歳の方

▼国民健康保険に加入している、70歳未満の方

※世帯員全員が、市民税の課税対象となる各種所得の金額がない方など。
　年金収入のみの方の場合は、年金受給額80万円以下の方。

保険証の負担割合が「３割」となって
いる場合①

②

③

①

②

③

④ ③のうち、世帯員全員の所得が一定以
下（※）の場合

世帯員全員の基礎控除後の合計所得が
600万円を超える場合

世帯員全員が市民税非課税の場合

世帯員全員が市民税非課税の場合

①・③以外の場合

①・③・④以外の場合

６７万円

５６万円

３１万円

１９万円

１２６万円

６７万円

３４万円

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
が
自
動

車
の
運
転
免
許
を
取
得
す
る
場
合

や
、
障
害
の
あ
る
方
自
身
が
運
転

で
き
る
よ
う
に
自
動
車
を
改
造
す

る
場
合
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

■
運
転
免
許
取
得
費
の
助
成

○
障
害
種
別
等

　

種
別
等
級
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
助
成
の
対
象

　

普
通
一
種
免
許
の
取
得
に
係
る

　

経
費
の
２
分
の
１
以
下

○
助
成
の
限
度
額　

10
万
円

■
自
動
車
改
造
費
の
助
成

○
障
害
種
別
等

　

上
肢
、
下
肢
、
体
幹
機
能
の
重

　

度
の
障
害
が
あ
る
方

○
助
成
の
対
象

　

ハ
ン
ド
ル
、
ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ

　

ー
キ
な
ど
、
障
害
者
が
運
転
で

　

き
る
よ
う
に
改
造
す
る
経
費

○
助
成
の
限
度
額　

10
万
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の
運
転
免
許

取
得
費
・
自
動
車
改
造
費
を
助
成

　

火
災
発
生
時
に
感
知
・
避
難
が

困
難
な
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の

世
帯
に
対
し
、
火
災
警
報
器
を
給

付
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

○
肢
体
不
自
由
、
視
覚
障
害
、
聴

　

覚
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳
2

　

級
以
上
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
保
健
福
祉

　

手
帳
1
級
の
い
ず
れ
か
の
方

■
給
付
世
帯
の
条
件

　

障
害
者
の
み
の
世
帯
ま
た
は
、

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

■
自
己
負
担

　

原
則
と
し
て
1
割
負
担

※
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
、
上

　

限
額
が
決
ま
り
ま
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の
み
の
世
帯

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
給
付
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市
で
は
、
自
治
会
等
で
平
成
24

年
度
中
に
支
払
っ
た
防
犯
灯
の
維

持
費
（
電
気
料
金
）
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
期
限　

２
月
15
日
㈮

■
補
助
対
象

　

自
治
会
等
が
設
置
し
て
電
気
料

金
を
支
払
っ
て
い
る
防
犯
灯
（
公

衆
街
路
灯
）
で
、
広
告
灯
お
よ
び

こ
れ
に
類
す
る
照
明
施
設
を
除
い

た
も
の
。

■
補
助
額

　

平
成
24
年
度
中
に
支
払
っ
た
電

気
料
金
の
３
割
以
内

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

経
済
的
な
理
由
で
大
学
へ
の
進

学
が
困
難
な
方
に
、
市
で
は
奨
学

資
金
（
入
学
支
度
金
・
修
学
金
）

の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
ほ
か
の
奨
学
金
な
ど
を
受
け
る

　

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限

　

３
月
８
日
㈮

■
貸
付
予
定
人
員

○
入
学
支
度
金　

２
人

○
修
学
金　
　
　

５
人

■
貸
付
対
象
者
の
要
件

入
学
支
度
金

○
修
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
要
件

　

を
備
え
て
い
る
方
の
親
権
者
ま

　

た
は
未
成
年
後
見
人

修
学
金

○
日
本
国
民
で
、
引
き
続
き
３
年

　

以
上
西
条
市
に
住
所
が
あ
る
方

　

の
子
弟
で
、
４
年
制
以
上
の
大

　

学
に
進
学
さ
れ
る
方

○
学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
な
方

○
学
資
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る

　

と
認
め
ら
れ
る
方

■
貸
付
額

○
入
学
支
度
金　

30
万
円
以
内

○
修
学
金　

月
額
３
万
円
以
内

■
貸
付
金
返
還

○
貸
付
金
は
無
利
子
で
、
修
学
金

　

貸
付
期
間
終
了
後
、
１
年
間
据

　

え
置
き
。

○
入
学
支
度
金
は
４
年
間
で
、
半

　

年
ご
と
に
３
万
７
５
０
０
円
を

　

返
還
。

○
修
学
金
は
８
年
間
で
、
原
則
半

　

年
ご
と
に
貸
付
金
額
に
応
じ
て

　

返
還
（
受
給
者
の
状
況
に
よ
り

　

月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
と
返
還

　

方
法
が
あ
り
ま
す
）。

○
修
学
金
の
貸
付
を
中
止
さ
れ
た

　

奨
学
生
に
係
る
奨
学
金
は
、
中

　

止
さ
れ
た
月
の
翌
月
か
ら
１
年

　

以
内
に
返
還
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課

　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
２

防
犯
灯
維
持
費
の
補
助
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

大
学
奨
学
資
金
貸
付
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

３
月
31
日
㈰
に
確
定
す
る
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

　

登
録
に
該
当
す
る
方
は
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
資
格

　

平
成
５
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
、
も
し

く
は
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
で
、
１
年
に
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
す
る
方

■
縦
覧
期
間

　

２
月
23
日
㈯
～
３
月
９
日
㈯　

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所

　

市
庁
舎
別
館

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
に

よ
る
平
成
25
年
度
の
交
通
災
害
共

済
の
加
入
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
国
内
の
交

通
事
故
で
災
害
を
受
け
た
場
合
に

見
舞
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　

加
入
や
請
求
手
続
き
も
簡
単
で

す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
、

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

■
共
済
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
～
平
成
26

年
３
月
31
日

※
年
度
途
中
に
加
入
さ
れ
た
場
合

　

は
、
掛
金
を
納
め
た
翌
日
か
ら

　

開
始
と
な
り
ま
す
。

■
掛
金
（
年
間
１
人
当
た
り
）

○
一
般　
　
　
　

７
０
０
円

○
中
学
生
以
下　

３
０
０
円

※
年
度
途
中
に
加
入
し
た
場
合
も

　

同
額
で
す
。

■
加
入
口
数

　

１
人
１
口

■
加
入
資
格

○
西
条
市
に
住
民
登
録
を
し
、
市

　

内
に
居
住
し
て
い
る
方

○
西
条
市
に
居
住
す
る
交
通
災
害

　

共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
で
、

　

市
外
に
居
住
し
て
い
る
方

■
加
入
方
法

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
除
く
）
の
窓
口
に
申
込
用
紙
と

掛
金
を
持
参
し
、
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
用
紙
の
配
布

○
平
成
24
年
度
の
交
通
災
害
共
済

　

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
に
は
、

　

世
帯
全
員
が
加
入
で
き
る
申
込

　

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
（
た
だ

　

し
、
世
帯
の
一
部
の
方
が
加
入

　

し
て
い
る
場
合
は
、
加
入
者
の

　

み
記
載
し
た
申
込
用
紙
を
送
付

　

し
ま
す
）

○
平
成
24
年
度
は
未
加
入
で
、
平

　

成
25
年
度
の
交
通
災
害
共
済
に

　

加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込

　

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
担

　

当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付
を

行
い
ま
す
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　平成24年中は前年に比べて、出場
件数が75件増加、搬送人員が29人増
加しました。
　救急車はケガや病気で命にかかわ
る人を病院に搬送するための緊急自
動車です。救急車の不適正利用が増
加すると、本当に緊急を要する傷病
者への対応が遅れるため、救急車の
適正な利用にご協力ください。

　平成24年中の火災件数は37件で、
前年に比べて11件（23％）減少しま
した。出火原因は、第１位が「たき
火」で６件、第２位が「落雷」で４
件、第３位が「たばこ」「コンロ」
「放火」「マッチ・ライター」「風
呂・かまど」の各２件でした。
　これからは空気が乾燥し、火災の
発生しやすい気象状態が続きます。
火の取り扱いには細心の注意を払い、
西条市から火災をなくしましょう。

１日の平均出場件数
その他
急病
自損行為
加害
一般負傷
運動競技事故
労働災害事故
交通事故
水難事故
自然災害事故
火災
合　計

出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員

１件平均損害額
１カ月平均火災件数

死傷者

焼損面積
（建物）

焼損面積（林野）

り災世帯数
焼損棟数

その他の火災

船舶火災

車両火災

林野火災

建物火災

合　計 件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

件　数
損害額

床面積
表面積

死　者
傷　者

区　　　分 平成24年　(Ａ)

平成24年　(Ａ) 平成23年　(Ｂ)

平成23年　(Ｂ) 前年との比較 (Ａ－Ｂ)

前年との比較 (Ａ－Ｂ)
区　　　分

平成24年の出場件数・搬送人員と前年との比較

平成24年の火災と前年との比較

３７件

２８件

０件

４件

０件

５件

２６，３００千円

２５，４６７千円

０千円

４５８千円

０千円

３７５千円
４１棟
２９世帯

１，３４０㎡
１６３㎡

０ａ
３人
４人

３．１件
７１１千円

４８件

３２件

０件

６件

０件

１０件

１４８，８７１千円

１４８，５２９千円

０千円

２３４千円

０千円

１０８千円
６７棟
３７世帯

２，７８９㎡
３１７㎡

０ａ
６人
４人

４．０件
３，１０１千円

７５件 ２９人
１件 ０人
０件 １人
０件 １人
０件 △１０人
１０件 １０人
△６件 △６人
８件 △５人
７件 ８人

△９件 △１７人
６５件 ４２人
△１件 ５人

△１１件

△４件

０件

△２件

０件

△５件

△１２２，５７１千円

△１２３，０６２千円

０千円

２２４千円

０千円

２６７千円
△２６棟
△８世帯

△１，４４９㎡
△１５４㎡

０ａ
△３人
０人

△０．９件
△２，３９０千円

△は減少

△は減少

４,７１６件 ４,５１２人
７件 ３人
１件 ２人
５件 ３人

５４１件 ５９５人
４７件 ４７人
２６件 ２７人
７１４件 ６８４人
２５件 ２７人
５０件 ２６人

２,６８２件 ２,４９９人
６１８件 ５９９人
１２.９件

４,６４１件
６件
１件
５件

５４１件
３７件
３２件
７０６件
１８件
５９件

２,６１７件
６１９件
１２.７件

４,４８３人
３人
１人
２人

６０５人
３７人
３３人

６８９人
１９人
４３人

２,４５７人
５９４人

出火件数 　      37件
損 害 額 　26,300千円

出場件数　　4,716件
（１日当たり　 12.9件）
搬送人員　　4,512人

　

愛
媛
労
働
局
で
は
特
定
最
低
賃

金
を
改
正
し
、
平
成
24
年
12
月
25

日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

■
改
正
後
の
特
定
最
低
賃
金

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業

　

１
時
間　

７
８
４
円

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機 

　

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

　

造
業　

　

１
時
間　

７
９
８
円

③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間　

７
６
７
円

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

　

関
製
造
業

　

１
時
間　

８
０
９
円

⑤
各
種
商
品
小
売
業

　

１
時
間　

７
０
５
円

※
①
〜
⑤
の
特
定
最
低
賃
金
に
は

　

適
用
除
外
の
労
働
者
と
、
①
〜

　

③
の
産
業
に
は
適
用
除
外
の
業

　

種
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

　

ら
に
該
当
す
る
場
合
は
愛
媛
県

　

最
低
賃
金
（
１
時
間
６
５
４
円
）

　

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
５

○
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

０
１
５
１

特
定
最
低
賃
金
を
改
正

　

平
成
24
年
12
月
、
油
症
診
断
基

準
が
改
定
さ
れ
、
カ
ネ
ミ
油
症
患

者
の
油
症
発
生
当
時
の
同
居
家
族

の
方
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
方
が
、
新
た
に
認
定
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

■
新
た
に
認
定
の
対
象
と
な
る
方

①
油
症
発
生
当
時
、油
症
患
者（
認

　

定
患
者
）
と
同
居

②
油
症
発
生
当
時
、
カ
ネ
ミ
倉
庫

　

製
の
米
ぬ
か
油
を
摂
取

③
現
在
、
心
身
の
症
状
が
あ
り
、

　

治
療
や
そ
の
ほ
か
の
健
康
管
理

　

が
継
続
的
に
必
要

※
①
か
ら
③
ま
で
す
べ
て
の
要
件

　

を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
の
で
、

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
（
平
成
24
年
度
）

　

２
月
28
日
㈭

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
薬
務
衛
生
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
３
９
５

カ
ネ
ミ
油
症
診
断
基
準
の
改
定

（
同
居
家
族
の
認
定
申
請
）
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市
で
は
、
下
島
山
地
区
に
お
い

て
市
道
「
船
屋
王
至
森
寺
線
」
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
盛
り
土
に
横
浜
国
立
大
学

宮
脇
昭
名
誉
教
授
の
ご
指
導
の
も

と
、
シ
イ
や
カ
シ
な
ど
５
千
本
の

苗
木
を
植
え
付
け
ま
す
。

　

こ
の
植
樹
作
業
を
一
緒
に
行
っ

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時
（
小
雨
決
行
）

　

３
月
10
日
㈰　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

市
道　

船
屋
王
至
森
寺
線

■
必
要
な
も
の

　

タ
オ
ル
、
移
植
ご
て
、
防
寒
着

な
ど

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
建
設
道
路
課

　

道
路
調
査
情
報
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
２

み
ん
な
で
植
樹
を
し
よ
う

　

～
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

ふりがな

国道194号利用促進同盟会主催 社会実験バスツアー第２弾

　西条市と高知県いの町、民間企業等で構成する「国道1 9 4号
利用促進同盟会」では、多くの方に国道1 9 4号を利用してもら
うため、さまざまな活動に取り組んでいます。
　第１弾のバスツアーが大好評につき、第２弾を実施しますの
で、ぜひご参加ください。

■日　時　３月３日㈰　８時～17時30分（天候による変更あり）
■コース　ＪＲ伊予西条駅～仁淀川屋形船～道の駅：土佐和紙
　工芸村～かんぽの宿：伊野～道の駅：633美の里
■対　象　西条市内に在住または通勤・通学している人
　※中学生以下は保護者同伴
■参加料　飲食・乗船・体験料などは自己負担（バス代無料）
■定　員　20人（抽選の上、結果を後日連絡）
　※参加された方はアンケートにご協力をお願いします。
■申込期限　２月15日㈮（必着）
■申込方法　往復はがきに申込者全員（１枚２人まで）の住所、
　氏名・年齢・電話番号を明記し、申込先までお送りください。

■申込先
　〒793－8601 西条市明屋敷164 市庁舎別館建設道路課内
　国道1 9 4号利用促進同盟会事務局　℡0897－52－1232

▲屋形船で仁淀川を遊覧 ▲土佐名物　カツオのたたき

Ｗ40.00
Ｈ27.50

日　時 場　　所行　　事　　名

２月のスポーツカレンダー

２日　9：00

９日　9：00

11日　9：30

17日　8：50

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ吉田　弘　サッカー教室

11日　9：00第52回西条市少年剣道大会

中・長距離選手育成のための
指導者養成講習会

西条市スポーツ少年団
さよなら大会（バドミントン）

西条市長杯争奪バレーボール大会

ひうち陸上競技場

市内小学校体育館

総合体育館ほか

17日　9：00

ボールゲームフェスタ in 西条

東予体育館

東予体育館

受講料
無料（入場整理券が必要です）
入場整理券取扱所
市教育委員会社会教育課（市庁舎別館）
市教育委員会東予・丹原・小松分室（各総合支所）
中央公民館、各公民館、各図書館、
総合文化会館、丹原文化会館

平成24年度　西条市市民大学卒業記念講演会

問合せ　中央公民館　℡0898－65－4030

講師　俳人　夏井いつき氏
日時　３月３日㈰
　　　13時開場
　　　13時45分開演
　　　※13時30分から市民大学
　　　　卒業式を行います。
場所　丹原文化会館

Ｗ31.00
Ｈ32.75

　

地
域
審
議
会
は
、
新
市
建
設
計

画
の
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
皆

さ
ん
に
審
議
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

　

今
回
は
第
17
回
目
で
、
左
表
の

日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
行
政
改
革
推
進
課

　

地
域
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
４
６

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

地
域
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

■第17回地域審議会の日時・場所（予定）

東予地区
地域審議会

２月12日㈫
13時30分
２月13日㈬
13時30分
２月14日㈭
10時
２月14日㈭
13時30分

小松地区
地域審議会 石根公民館　つばきホール

市庁舎本館５階　大会議室

東予総合福祉センター
２階会議室

丹原福祉センター
２階大会議室

西条地区
地域審議会
丹原地区
地域審議会

審議会名 日　　時 会　　　場
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■
日
時　

　

３
月
10
日
㈰　

14
時
～
16
時

（
受
付　

13
時
30
分
～
）

■
場
所

　

小
松
公
民
館　

２
階
ホ
ー
ル

■
内
容　

　

英
語
の
遊
び
や
ゲ
ー
ム
で
外
国

人
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

■
対
象

　
市
内
の
小
学
生

※
平
成
25
年
度
の
新
１
年
生
を
含

　

み
ま
す
。

■
定
員

　
80
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　

２
月
12
日
㈫
～
20
日
㈬
17
時

■
申
込
先

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

エ
リ
ス

（
西
条
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

FUN

　

FUN

　

English
え
い
ご
de
あ
そ
ぼ
！

問
合
せ　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課

℡
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

■
日
時　

２
月
９
日
㈯　

１3
時
30

分
～
１5
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）
研
修
室
１

■
テ
ー
マ

　
Saijo and the W

orld: Reaching 
out in the Inform

ation Age

※
講
座
は
英
語
で
行
い
ま
す
。

■
講
師

　

西
条
市
国
際
交
流
員

　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
・
グ
ラ
ボ
ー

　

ス
キ
（
米
国
出
身
）

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

エ
リ
ス

（
西
条
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

■
日
時　

２
月
21
日
㈭　

開
講

　

２
～
６
月
の
木
曜
日

（
全
10
回
・
月
２
回
程
度
）

　

１0
時
～
１1
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

中
級
以
上
の
実
力
が
あ

る
方
を
対
象
に
、
当
市
を
訪
れ
る

外
国
人
に
通
訳
ガ
イ
ド
が
で
き
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

■
講
師

　

西
条
市
国
際
交
流
員

　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
・
グ
ラ
ボ
ー

　

ス
キ

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

国
際
理
解
講
座

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
の

英
会
話
ガ
イ
ド
コ
ー
ス

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
推
進
の

た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
、
先
進
企
業
の
取
り
組

み
を
ヒ
ン
ト
に
考
え
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
16
日
㈯　

14
時
～
16
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師

○
㈱
伊
予
鉄
髙
島
屋
総
務
部

　

人
事
グ
ル
ー
プ
課
長

　

真
柴
博
年
氏

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・

　

コ
ラ
ボ
代
表
理
事

　

堀
田
真
奈
氏

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

男
女
共
同
参
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
５

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
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■
日
時

○
初
級
（
全
7
回
）

　

２
月
25
日
㈪
～
28
日
㈭
・
３
月

　

１
日
㈮
・
４
日
㈪
・
５
日
㈫

○
中
級
（
全
7
回
）

　

３
月
６
日
㈬
～
８
日
㈮
・
11
日

　

㈪
～
14
日
㈭

■
受
講
時
間

　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象

　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容

○
初
級

　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級

　

ワ
ー
ド
２
０
０
７
を
使
っ
た
文

　

書
作
成
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

　

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員

○
初
級　

20
人

○
中
級　

10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

■
テ
キ
ス
ト
代　

○
初
級　

１
１
０
０
円
程
度

○
中
級　

１
３
０
０
円
程
度

■
申
込
期
限

　

２
月
15
日
㈮

■
申
込
方
法

　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
希
望
の
級
を
記
入
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

〒
７
９
３

－

０
０
４
１

　

西
条
市
神
拝
１
５
０
番
地
１

㈱
西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

意
識
や
呼
吸
が
な
い
な
ど
の
緊

急
を
要
す
る
時
に
皆
さ
ん
は
自
信

を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
？　

　

消
防
署
で
は
毎
月
第
３
日
曜
日

に
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
な

ど
、
応
急
手
当
が
学
べ
る
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
17
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所

　

東
消
防
署
３
階　

大
会
議
室

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

市
民
救
命
士
養
成
講
座

【臨時休館】　２月11日㈪・25日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　２月20日㈬　18時30分～20時30分
●内容　基本的なそば打ち体験をします。
●講師　西條そば　甲（きのえ）　荻原甲慎氏　
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円
●申込期限　２月13日㈬

●日時　２月23日㈯　10時30分～13時30分
●内容　ベトナム出身のディン・レーさんと本場
　　　の味作りに挑戦し、楽しく会食しましょう。
●講師　国際交流員　チュオン・ディン・レー氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 1 ,500円　　●申込期限　２月14日㈭

●日時　３月８日㈮　18時～20時
●内容　スパゲティボロネーゼと春野菜のスープ
　　　とサラダを作ります。（クッキー、ムレスナティー付）
●講師　野菜ソムリエ　加藤智子氏、合田麻起氏　
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　３月１日㈮

●日時　２月17日㈰　10時～13時30分
●内容　西条ベジ「白ネギ」の料理を３品作りま
　　　す。当日はケーブルテレビの取材あり。
●講師　日本料理　和敬（わけい）　竹村竜二氏
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2 ,500円　　●申込期限　２月８日㈮

【
経
営
革
新
・
組
織
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
】

■
日
時　

２
月
19
日
㈫　

１4
時
～

１5
時
30
分

■
場
所　

西
条
商
工
会
館
本
所

■
テ
ー
マ　

商
売
繁
盛
・
人
生
繁

盛
は
、
こ
こ
ろ
元
気
か
ら
！　

経

営
者
の
た
め
の
明
日
か
ら
元
気
に

働
く
セ
ミ
ナ
ー

■
講
師　

　

こ
こ
ろ
元
気
配
達
人　

こ
こ
ろ

元
気
研
究
所
所
長　

鎌
田　

敏び
ん

氏

【
申
込
先
】

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

商
工
会
議
所
セ
ミ
ナ
ー

【
傾
聴
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
習
得
す
る
リ
ス
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
】

■
日
時

　

３
月
16
日
㈯　

９
時
～
１6
時

■
申
込
期
限
　
３
月
６
日
㈬

■
受
講
料　

１
８
０
０
０
円

【
申
込
先
・
主
催
】

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

URLhttp://w
w

w
.ticc-ehim

e.or.jp/

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

能
力
開
発
講
座
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市
立
保
育
所
で
働
く
臨
時
・

パ
ー
ト
保
育
士
の
登
録
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
に

は
、
市
立
保
育
所
で
保
育
士
が
不

足
し
た
と
き
な
ど
、
必
要
に
応
じ

て
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象

　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

■
勤
務
時
間

○
臨
時

　

原
則
と
し
て
１
日
８
時
間

（
交
替
制
あ
り
）

○
パ
ー
ト

　

１
日
６
時
間
程
度

※
勤
務
時
間
に
応
じ
て
社
会
保
険

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
勤
務
時
間
や
場
所
な
ど
に
つ
い

　

て
は
、
面
接
時
に
確
認
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

履
歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し
を

担
当
課
へ
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

保
育
児
童
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
０

市
立
保
育
所（
11
カ
所
）で
働
く

臨
時
・
パ
ー
ト
保
育
士
を
募
集

　

平
成
25
年
度
の
入
会
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
仕
事

な
ど
で
昼
間
に
保
護
者
が
い
な
い

家
庭
の
児
童
を
対
象
に
、
家
庭
的

な
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
遊
び

や
集
団
生
活
を
通
し
て
児
童
の
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
児
童

　

保
護
者
（
同
居
し
て
い
る
65
歳

未
満
の
祖
父
母
を
含
む
）
が
労
働

な
ど
で
昼
間
不
在
と
な
る
、
小
学

１
～
３
年
生
の
児
童

■
実
施
時
間

○
小
学
校
の
授
業
日

　

放
課
後
～
18
時

○
小
学
校
の
休
業
日

　

８
時
30
分
～
18
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

　

年
始
な
ど
は
お
休
み
し
ま
す
。

■
利
用
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教

材
な
ど
の
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

２
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
左
表
の

児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
担
当
課
へ
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
提
出
場
所
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
７
０

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

働
く
指
導
員
の
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
が

不
足
し
た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て

勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象　

原
則
と
し
て
保
育
士
資

格
ま
た
は
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

■
勤
務
時
間

○
小
学
校
の
授
業
日

　

放
課
後
～
18
時

○
小
学
校
の
休
業
日

　

８
時
30
分
～
18
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

　

年
始
な
ど
は
除
き
ま
す
。

※
土
曜
日
・
長
期
休
業
中
の
み
も
可

※
勤
務
時
間
や
場
所
な
ど
に
つ
い

　

て
は
、
面
接
時
に
確
認
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

履
歴
書
、
保
育
士
証
ま
た
は
教

諭
免
許
状
の
写
し
（
有
資
格
者
の

方
）
を
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
７
０

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

西条児童クラブ 西条小学校
神拝小学校
大町小学校
玉津小学校
飯岡小学校
神戸小学校
橘小学校
禎瑞小学校
氷見小学校
周布小学校
吉井小学校
多賀小学校
旧壬生川中央幼稚園
国安小学校
東予西児童館
東予北地域交流センター
楠河小学校
旧庄内幼稚園
丹原福祉センター
田野公民館
旧来見集会所
徳田公民館
小松小学校
小松農村環境改善センター

神拝児童クラブ
大町児童クラブ
玉津児童クラブ
飯岡児童クラブ
神戸児童クラブ
橘児童クラブ
禎瑞児童クラブ
氷見児童クラブ
周布児童クラブ
吉井児童クラブ
多賀児童クラブ
壬生川児童クラブ
国安児童クラブ
吉岡児童クラブ
三芳児童クラブ
楠河児童クラブ
庄内児童クラブ
丹原児童クラブ
田野児童クラブ
中川児童クラブ

小松児童クラブ
徳田児童クラブ

石根児童クラブ

児童クラブ名地区

西条

東予

丹原

小松

設　置　場　所 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の

登
録
者
募
集

■
対
象　

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
情
熱
と

指
導
力
の
あ
る
方

■
活
動
内
容

　

青
少
年
非
行
や
街
頭
犯
罪
を
防

止
す
る
た
め
、
週
１
回
２
時
間
、

３
人
一
組
で
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
す
。
（
１
回
に
つ
き
謝

礼
３
千
円
）

■
募
集
人
員

　

33
人
（
各
中
学
校
区
で
３
人
、

西
条
北
中
学
校
区
は
６
人
）

■
任
期

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

■
申
込
期
限

　

２
月
22
日
㈮

■
申
込
先

○
市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

交
通
治
安
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

地
域
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
募
集
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市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
政

に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・

ご
提
言
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、

市
民
の
意
向
に
沿
っ
た
市
政
を
推

進
す
る
制
度
で
す
。

　

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は

研
修
会
や
施
設
見
学
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
市
政
に
対
し
て
、
日

ご
ろ
感
じ
た
こ
と
や
考
え
な
ど
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳

以
上
の
方
（
国
・
県
・
市
の
議
会

議
員
、
公
務
員
、
市
に
関
係
す
る

団
体
の
長
を
除
く
）

※
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
も
応
募
で
き

　

ま
す
が
、
２
期
連
続
し
て
の
就

　

任
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
任
期

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

■
募
集
人
員

　

40
人
（
地
区
単
位
で
定
数
を
設

け
て
い
ま
す
。
定
数
を
超
え
る
場

合
は
選
考
で
決
定
し
ま
す
）

※
選
考
結
果
は
３
月
末
ま
で
に
、

　

採
用
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

次
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
（
は
が
き
・
封
書
）、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
必
要
事
項

　

①
表
題
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
」

　

②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

　

③
住
所　
　
　

④
性
別

　

⑤
生
年
月
日　

⑥
職
業

　

⑦
電
話
番
号　

⑧
応
募
の
動
機

○
宛
先

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所
市
民
生
活
課

　

市
民
相
談
係　

宛

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
５

E ﾒｰﾙshim
insodan@

saijo-city.jp

■
応
募
期
限

　

２
月
15
日
㈮
必
着

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

市
民
相
談
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
９
３

　
「
看
護
の
日
」（
５
月
12
日
）
の

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
病
院

や
地
域
で
体
験
さ
れ
た
、
看
護
に

関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
部
門　

○
一
般
の
部

○
学
生
の
部

（
看
護
学
生
・
高
校
生
含
む
）

○
看
護
職
員
・
医
療
関
係
者
の
部

■
内
容　

看
護
に
関
す
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
８
０
０
字
以
内
（
川
柳
、

エ
ッ
セ
イ
な
ど
形
式
自
由
）

■
各
賞

○
協
会
長
特
別
賞　
　

１
人

○
最
優
秀
賞　

各
部
門
１
人

○
優
秀
賞　
　

各
部
門
２
人

○
入　

選　
　

各
部
門
３
人

■
授
賞
式
　
５
月
１２
日
㈰
（
予
定
）

■
場
所　

未
定

■
募
集
期
限　

３
月
15
日
㈮

■
応
募
方
法　

次
の
必
要
事
項
を

記
入
し
、
作
品
と
と
も
に
郵
送
ま

た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
作
品
に
は
、
題
名
、
ま
た

は
背
景
の
補
足
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
当
日
消
印
有
効
）

○
必
要
事
項

　

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

　

②
郵
便
番
号

　

③
住
所　
　
　

④
性
別

　

⑤
年
齢　
　
　

⑥
職
業

　

⑦
電
話
番
号

○
宛
先

　

〒
７
９
０

－

０
８
４
３

　

松
山
市
道
後
町
２

－

11

－

14

　

公
益
社
団
法
人

　

愛
媛
県
看
護
協
会　

宛

E ﾒｰﾙnursing-ehim
e@circus.ocn.ne.jp

■
問
合
せ

　

公
益
社
団
法
人　

　

愛
媛
県
看
護
協
会

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
３

－

１
２
８
７

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

看
護
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

　市では「広報さいじょう」平成25年５月号から26年４月号までの各号
に掲載する有料広告と、市ホームページに平成25年４月から26年３月ま
での各月に掲載する有料バナー広告を、２月１日㈮から募集します。
　詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、総務課広報情報係へ
お問い合わせください。

広報さいじょう ホームページ

申込期限

掲載位置

金　額

大きさ

枠　数 ４枠

３月11日㈪ ３月11日㈪ ３月１日㈮

１枠　１カ月３万円

裏表紙下段（カラー刷り） 裏表紙裏面下段（カラー刷り）

１枠　１カ月２万円 １枠　１カ月２万円

トップページ右側

２枠 ７枠

縦50ミリ×横86ミリ 縦50ミリ×横86ミリ 縦63ピクセル×横150ピクセル
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【募金の目的】
　一本松の保存およびその周辺整備に活用します。
【募金の方法】
　■口座振込の場合
　　次のいずれかの口座に振込手続きをお願いします。
　　●岩手銀行　　　口座：岩手銀行高田支店　普通　２０５１８３６
　　　　　　　　　　名義：奇跡の一本松保存募金
　　　　　　　　　　　　　代表　陸前高田市長　戸羽太
　　●ゆうちょ銀行　口座記号番号：０２２９０－９－１２７０１３
　　　　　　　　　　名義：奇跡の一本松保存募金
　　　※ゆうちょ銀行以外の金融機関からゆうちょ銀行口座へ振込される
　　　　場合は、次の口座へ振込手続をお願いします。
　　　　　　　　　　口座：二二九（２２９）店　当座　０１２７０１３
　■現金による場合（現金書留）
　　現金書留による場合は、送付金額、郵便番号、住所、氏名、電話番号を記載した文書を同封のうえ、陸前高田市役所
　建設部都市計画課あてに送付をお願いします。後日、受領書を送付します。
【問合せ・送付先】
　〒０２９－２２９２
　　岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　陸前高田市建設部都市計画課　
　　電話番号：０１９２－５４－２１１１（内線４６１）　Ｅメール：tosikei@city.rikuzentakata.iwate.jp

　東日本大震災の大津波に耐えた高田松原の「奇跡の一本松」は、震災直後から復興のシンボルとして親しまれてきまし
たが、塩害などのため徐々に衰弱が進み枯死にいたってしまいました。そこで陸前高田市では、今後も復興の象徴として
後世に受け継ぐために、モニュメントとして保存することとしました。
　整備に当たっては多額の資金を要するため、皆さまにご協力をお願いし、奇跡の一本松の保存および周辺の環境整備に
充てたいと考えております。皆さまの温かい善意とご協力をお願いします。

岩手県陸前高田市
「奇跡の一本松保存募金」に協力をお願いします

Ｗ56.50
Ｈ56.50



四国鉄道文化館
●ペーパークラフト体験教室
　０系新幹線やＮ700系の車両を制作します。
日時　２月２日㈯・９日㈯・16日㈯・23日㈯　11時～12時
●ＳＬプレート拓本体験
　ＳＬに装着されていたプレートのナンバーを紙に写し
取ります。
日時　２月３日㈰・17日㈰　11時～12時

【開館時間】８時～19時
【２月休館日】四国鉄道文化館・十河信二記念館：水曜日

●特別展示　古写真にみる明治文化展
　西条市内在住の古写真愛好家による写真展。市内小学
校の卒業写真から、明治・大正の文化を探ってみません
か。彩色写真、ガラス写真、ステレオ写真（立体写真）
などの珍しい写真も展示します。
期間　２月３日㈰～27日㈬

【開館時間】９時～17時
【２月休館日】月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬

【開館時間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【２月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日

●沼田浩夫グループ 瓢箪イルミネーション展
　新居浜市の瀬戸会館のサークル
として、瓢箪の栽培・加工を研究
する沼田浩夫グループ。発足して
約３年が経ち、最近では独特の瓢
箪イルミネーション等の美しい作
品ができるようになりました。ぜひご覧ください。
期間　２月１日㈮～28日㈭
場所　椿交流館内まちづくり展示コーナー
●椿交流館の出展者募集！
　まちづくり展示コーナーに、あなたの作品を展示して
みませんか。詳しくはスタッフへご相談ください。

●特別展示「刀匠今井貞重～日本刀鍛錬所とその作品～」
　「鉄心入道平貞重」こと今井貞重は、
親子二代で刀鍛冶として活躍。二代目貞
重は、西条市指定の無形文化財保持者で
した。その鍛錬所は平成24年１月に解体
されて地元集会所に建て替わりました。
今回は、「日本刀鍛錬所」当時の写真や
使われた道具、貞重の作刀を紹介します。
期間　～２月24日㈰まで　

【開館時間】９時～17時30分　　
【２月休館日】水曜日、１日㈮～８日㈮、12日㈫、28日㈭

主催・問合せ　愛媛・小松つばき会　℡0898－72－2631

約200種の椿を展示
鉢物、椿一輪の展示
椿に関するグッズの展示
苗木の即売
お茶の接待

３月２日㈯　９時30分～16時
３月３日㈰　９時30分～15時

椿交流館（椿ハウス）
ハイウェイオアシス館３階ロビー
※駐車場はオアシス館側をご利用ください。

●工芸作品展
　仏像、干支の組木細工などの木工
作品、造花（ラビアンフラワー）、
籐の作品などを展示します。
期間　２月５日㈫～19日㈫
●絵画展（前期）
　田野洋画教室、グループ「コスモス」の洋画と水墨画
を展示します。
期間　２月23日㈯～３月９日㈯
【開館時間】８時30分～17時　
【２月休館日】月曜日

●市内小・中学生無料開放日
日時　２月２日㈯・９日㈯
　　　10時～12時
●無料クロール教室
日時　２月23日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
　水中モニターで効果的に水泳フォームを確認できます。
登録料　市民：無料　市外の方：1000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）
ＤＶＤ録画　200円

【開館時間】 10時～21時　
【２月休館日】月曜日（11日開館）、12日㈫

ひょうたん
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【開館時間】８時30分～17時　
【２月休館日】月曜日

●市内小・中学生無料開放日
日時　２月２日㈯・９日㈯
　　　10時～12時
●無料クロール教室
日時　２月23日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
　水中モニターで効果的に水泳フォームを確認できます。
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使用料　300円（１回）
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【開館時間】 10時～21時　
【２月休館日】月曜日（11日開館）、12日㈫

ひょうたん

●水彩画教室
日時　２月１日㈮・15日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　２月６日㈬・20日㈬　13時30分～15時30分
●木工教室
日時　２月９日㈯・23日㈯　13時30分～15時30分
●２月企画展「グループどんぐり油絵作品展」
期間　２月１日㈮～20日㈬
　　　※最終日は17時まで

【開館時間】９時～22時　
【２月休館日】月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬

●和紙教室作品展
　俳画、ちぎり絵、人形、染紙など和紙教室受講生の作
品を展示しています。
期間　～２月11日㈪まで
●子規句碑展（後編）
　道後、平和通、城東などに建立されている子規の句碑
を写真と資料で紹介します。
期間　２月16日㈯～３月30日㈯

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【２月休館日】月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬

【開館時間】８時30分～17時
【２月休館日】月曜日（11日開館）12日㈫、13日㈬

▼　プラネタリウム情報　▼
クレヨンしんちゃん　かすかべ防衛隊
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜日・祝日：
　　11時、13時10分、14時20分、
　　15時30分　
　※第２・４土曜日の11時の
　　１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円
　　（幼児、65歳以上の方は無料）

電子工作
七色ライト

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時

こどもの国　２月の行事予定表

３日㈰
10：00～12：00

備　　　　考

２日㈯
13：30～15：30

楽しい英語絵本の読み聞かせ

23日㈯
10：00～12：00

ストーリーテリング 毎週土曜日
11：00～11：30

グラスアート教室

９日㈯
10：00～12：00

小学生　定員：20人
材料費：500円

小・中学生　
小学１～３年生は初級コース囲碁教室 ３日㈰

13：30～15：00

10日㈰
10：00～12：00

17日㈰
10：00～12：00

16日㈯
13：30～15：30

16日㈯
10：00～12：00

小学生　定員：15人
小学１～３年生は保護者同伴

小学生　定員：20人
材料費：500円

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円

●夢いっぱい作品展
　～西条市教育委員会・西条市特別支援教育部会～
日時　２月６日㈬～14日㈭
　　　８時30分～16時30分  （14日のみ15時まで）

フラワーアレンジメント教室

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。
※次月号の行事予定表は、10日からこどもの国にあります。

小学生　定員：10人
３年生以下は保護者同伴

小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具、かまぼこ板

イラスト教室

小学生　定員：30人
材料費：50円

５歳～小学生　定員：15人　
幼児は保護者同伴　材料費：500円
必要な物：牛乳パック

24日㈰
10：00～12：00

エコクラフト教室
かんたんかご作り

おもしろ紙ねんど教室 11日㈪
10：00～12：00

５歳～中学生　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：200円

かみしばい、なぞなぞ、
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや 毎週土曜日

14：00～14：30

染め物教室

小学３年～中学生
定員：20人　材料費：100円

レザークラフト教室
キーホルダー作り

電子工作教室
ふしぎなライト

絵画教室
「かまぼこ板の絵」に応募しよう

愛媛県総合科学博物館出張講座
ミニ凧作り

おもしろ竹細工教室
カマキリ作り

トールペイント教室
かわいい小物作り

将棋教室 24日㈰
13：30～15：00

３日㈰
13：30～15：30

９日㈯
13：30～15：30

小学生　定員：20人　材料費：300円
３年生以下は保護者同伴
必要な物：あれば好きな絵（縦横５cm以内）

小・中学生　
小学１～３年生は初級コース

小・中学生　定員：10人
小学３年生以下は保護者同伴
材料費：250円　必要な物：エプロン

●木彫木工展
　西条市内在住の村上一二三さん
による作品展です。動物、剣豪、
灯籠などが生き生きと彫られ、躍
動感あふれる姿が見どころです。
期間　２月２日㈯～27日㈬
●西条の丘陵遺跡展
　八堂山・半田山・明穂の各遺跡から見つかった石包丁
の材質を比較。故黒田武恒氏寄贈の鑑賞石と併せ、西条
へどのようにしてたどり着いたかを想像してみませんか。
期間　２月１日㈮～27日㈬
●茶の湯に関する道具展
　市内で活躍している陶芸仲間の作品・写真を展示。
期間　２月２日㈯～27日㈬

【開館時間】９時～17時
【２月休館日】月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬

●雛祭り人形と郷土玩具展
　恒例の全国各地の雛人形と郷土
玩具を展示。併せて、天神飾り等
も展示します。
期間　２月６日㈬～４月３日㈬

【開館時間】９時～16時30分
【２月休館日】月曜日（11日開館）12日㈫、13日㈬
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西条図書館：大町1590　℡0897－56－2668
東予図書館：周布427　 ℡0898－65－4797
丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　℡0898－68－8711
小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【２月休館日】西条図書館：21日㈭～28日㈭　　　　　　　　　　　　　　東予図書館：月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬、28日㈭
　　　　　　　丹原図書館：金曜日、12日㈫～19日㈫、28日㈭　　　　　　小松温芳図書館：水曜日、１日㈮～８日㈮、12日㈫、28日㈭

●１日・15日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
●８日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●９日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40
●３日・17日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　２月９日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　２月20日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　
　　　　　　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　２月20日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　２月９日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　２月21日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会　　２月23日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●４日・18日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●12日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00
●６日・20日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40
●13日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●７日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

▼特別館内整理期間に伴い、次の日程で休館します
　西条図書館：２月21日㈭～28日㈭
　東予図書館：３月３日㈰～11日㈪
　丹原図書館：２月12日㈫～19日㈫
　小松温芳図書館：１月30日㈬～２月８日㈮
　※整理期間中の図書館の図書は、予約・回送依頼ができません。
　※図書の返却はブックポストか、開館している図書館をご利用ください。

●ゲーム遊び（要申込）
　２月９日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生
　定員：15人
●ビックリ！
　科学マジックショー（要申込）
　２月23日㈯　13時30分～15時
　対象：小学生
　定員：30人

●茶道クラブ
　２月９日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●バレンタインチョコ作り（要申込）
　２月９日㈯　13時30分～15時　
　対象：小学生　定員：10人
　ゆきだるまのチョコを作ります。
●リズム教室
　２月16日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生
●卓球大会（要申込）
　２月23日㈯　10時～11時30分　対象：小学生　定員：15人

■乳幼児相談会（おしゃべりサロン内）
　２月５日㈫　10時～11時　必要な物：母子手帳
　保健師と保育士による乳幼児相談です。
　身体測定なども行います。
●バレンタインチョコ作り（要申込）
　２月10日㈰　10時～11時30分
　対象：小学生
　定員：20人

●こども映画会「メリダとおそろしの森」
　２月２日㈯　13時30分～15時
●かんたん工作「牛乳パックの小物入れ」
　２月９日㈯　13時30分～14時30分　対象：幼児・小学生
　バレンタインチョコを入れてプレゼントにしよう。
●リトミック（要申込）
　２月27日㈬　10時30分～11時　対象：２歳～未就学児親子
　定員：10組

西条西部児童館 氷見西新開59　℡0897－57－6061

西条児童館 大町456－1　℡0897－56－2511 広岡甲92－2　℡0898－66－5342東予西児童館

丹原児童館 丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【２月休館日】月曜日、12日㈫

■市内児童館４館合同企画
　「チャレンジカップ」（要申込）　２月16日㈯　14時～15時　対象：小学生　定員：15人　種目：なわとび
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　「西条市への意見書」を利用して、まちづくりや市のいろいろな事業などに対しての
ご意見をお寄せください。
　回答を希望される場合は、必ず住所・氏名等をご記入ください。
　いただいたご意見等のうち「公開してもよい」の中から、氏名等を除いたうえ、公開
させていただくことがありますので、ご了承をお願いします。

<裏面に封筒の作り方を掲載しています>

該当する番号に○を
つけてください。

１．回答を希望する ２．回答を希望しない

２．公開を希望しない１．公開してもよい
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山　折 り 線

 

◆簡易封筒の作り方
○切り取り線に沿ってハサミ等で切り離してください。
○「谷折りの部分が内側」、「山折りの部分が外側」になるように折り曲げてください。
○のりしろ部分をのりづけして貼り付けてください。
◆以上で郵便封筒になりますので、切手を貼らずにそのまま投かんできます。
※料金受取人払の有効期限は平成25年３月31日までとなっていますので、それ以降につい
　ては切手が必要となります。

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

13
3

西
条
郵
便
局
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①　ジャガイモ、ニンジンは皮をむいて、適当な大きさに
　切り、下ゆでする。
②　ほうれん草は水洗いし、さっと下ゆでしてから適当な
　大きさに切る。
③　ベーコンは適当な大きさに切る。
④　水を沸かし、チキンコンソメ、牛乳、生クリーム、シ
　チューミックス、バターの順に入れて出汁を作る。
⑤　④に①～③の具材を入れて、軽く煮込めば完成。

栄養士チェック
　ほうれん草は他の野菜と比べてビタミンやミネラル各種の
ほとんどを多く含み、中でもビタミンＡとビタミンＣは代表
的な栄養素です。いろいろな種類の栄養素を含んでいるので
貧血改善、動脈硬化予防、がん予防、骨粗しょう症予防、抗
酸化作用などたくさんの効用があります。

栄養価（１人当たり）

材　料（４人分）
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爛漫―ＲＡＮＭＡＮ―

瀬賀洋平さん

　お客様とのつながりを大切に、
西条はもちろん北海道直送の食材
を生かした料理づくりを心掛けて
います。今回、ご家庭でも簡単に
作ることのできる、少し変わった
お鍋を提案してみました。お好み
で具材をアレンジしてみるのも良
いですよ。

エネルギー ‥‥‥‥‥‥ 803kcal　　 タンパク質 ‥‥‥‥‥‥‥ 17.2ｇ
脂質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 60.1ｇ

次回の食材は アスパラガス です。　問合せ：市庁舎本館ブランド戦略課　ブランド戦略係　℡0897－52－1380

長
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ほうれん草
　　　クリーム鍋
ほうれん草
　　　クリーム鍋

ほうれん草

シニア野菜ソムリエ
年森 恭子さん

　ビタミンやミネラルなど栄
養価の高い冬の優等生野菜で
す。ほうれん草を食べた途端
に強くなって敵をやっつける

アニメキャラクターポパイは、アメリカの子どもの
野菜嫌い対策に作られました。西条では神戸地区の
生産量が多いです。
　アク成分のシュウ酸を落とすため、ゆでて水にさ
らして食べましょう。ビタミンの流出を防ぐため、
短時間でゆでます。最近は生で食べられるサラダほ
うれん草もあります。
　油と一緒に食べるとカロテンの吸収がよくなるの
で、バター炒めなどは簡単でおい
しい料理方法です。ゆでたものを
すりつぶして、手作りのケーキや
クッキー、うどんなどに入れると
きれいな緑色を楽しめますよ。

ほうれん草 ‥‥‥‥‥ ２束
ジャガイモ ‥‥‥‥ 中６個
ニンジン ‥‥‥‥‥ 200ｇ
ベーコン ‥‥‥‥‥ 200ｇ
※ベーコンは、お好みで鮭、
　牡蠣でも可。

出汁　水 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1,600ml
　　　チキンコンソメ ‥‥‥‥ 大さじ２
　　　牛乳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 200ml
　　　生クリーム ‥‥‥‥‥‥‥ 200ml
　　　シチューミックス（粉） ‥‥ 80ｇ
　　　バター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 40ｇ

※ほうれん草は下ゆでしているので、しゃぶしゃぶのように、鍋に
　くぐらせて食べると、おいしくいただけます。
※締めくくりに、ご飯・チーズを入れたリゾット風、パスタ・卵・
　チーズを入れたカルボナーラ風にするのもお勧めです。

酸化作用などたくさんの効用さんの効化作用な

爛漫―ＲＡＮＭＡＮ―

お
西条
を生
いま
作る
お鍋
で具
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　当日は途中から風雪の強まるあいにくの天候となりましたが、
石鎚ピクニック園地では千百人を超える来場者が、ソリ競争や雪
玉ダーツ・宝探しなどの雪遊びを満喫。また、多くの賞品が用意
された大抽選会では、当選番号が発表されるたびに会場のあちら
こちらから大きな歓声が上がっていました。

　京都大学大学院地
球環境学堂と市内高
校生による交流講座
が、石鎚ふれあいの
里で開かれました。
　大保木地区の暮ら
しや文化についての
聞き取り調査、竹林
の伐採ボランティア
体験、また京都大学
大学院の外国人留学
生と活動をともにす
るなどして、参加し
た高校生にとっては
見識を広げる絶好の
機会となりました。

　青年海外協力隊員として、タンザニアで子どもたちに数学や物
理を２年間指導する佐伯拓也さん(丹原町長野)と、メキシコで現
地企業の経営管理指導を終えた松木昭二さん(河原津)が市役所を
訪れ、自身の抱負や成果などを話してくれました。佐伯さん、体
に気を付けて頑張ってください。松木さん、お疲れ様でした。

　12月23日、ひうち陸上競技場付設コースで開催された「駅伝競走大会」では、市内外からの55チーム・363人のランナーが、その
プライドを１本のタスキに懸けて健脚を競いました。
　また、１月６日には「耐寒マラソン大会」が同コースに690人のランナーが集い開催され、新春の張りつめた空気の中、日ごろの
練習の成果を発揮して自己記録との孤独な戦いに挑んでいました。
　さらに、１月13日にも「ちびっこ駅伝大会」がビバ・スポルティアＳＡＩＪＯをスタート・中継・ゴール地点とする東予運動公園
内の周回コースで行われ、途切れることのないチームの仲間や家族からの声援の中、小学生1,069人が熱いレースを展開しました。

12/23　スノーカーニバル in  石鎚

12/20  ＪＩＣＡボランティア 市長を表敬訪問

12/15～16  大学と 地元高校生 が交流講座

寒風を突いて自分自身に 挑戦 ！　～ スタート前の緊張・レース中の苦しさ・ゴール後の充実感 ～

▲
竹
の
伐
採
に
悪
戦
苦
闘
！

▲
成
果
を
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告
す
る
松
木
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端
）と
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▲
雪
玉
ダ
ー
ツ
に
挑
戦

駅伝競走大会（西条会場）耐寒マラソン大会ちびっこ駅伝大会
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　愛媛県の「愛ある
ブランド産品」であ
る「西条の七草」と
「伊予美人(里芋)」
をＰＲしようと、帰
省客でにぎわう松山
自動車道・石鎚山Ｓ
Ａ下り線を会場に、
ＪＡ西条とＪＡ周桑
が共同して七草粥と
里芋煮物の振る舞い
を行いました。
　ＳＡ利用の皆さん
は、熱々の西条の冬
の味覚を堪能してい
ました。

　市内の小学校25校
の代表児童60人が一
堂に会し、夏休みに
参加した防災キャン
プ以降の、それぞれ
の取り組みや学習成
果を発表しました。
　学校・地域で学ん
だことや、地域の実
態を把握して安全に
避難する方法、家族
の防災意識を高める
取り組みなど、防災
に関する実践的な提
案などが披露されま
した。

　防犯ボランティア12団体で組織する西条西地区青色防犯パトロ
ール隊と西条西警察署では、児童・生徒の犯罪被害の防止を目的
に、合同パトロールを実施しました。
　東予総合支所に集合した青色回転灯を装着した車両40台は、子
どもたちの帰宅時間に合わせて各校区をパトロールしました。

　東予運動公園で開催された市愛護班連絡協議会主催の「子ども
凧あげ大会」には、親子連れなど約200人が参加しました。
　当日は風が弱かったために苦労しましたが、持参した手づくり
の凧が晴れ渡った新春の青空に舞うと、子どもたちは目を輝かせ
て見上げていました。

　丹原と総合の両文化会館、合わせて千人余りが出席した成人式。子どもたちによるお祝いのヒップホップダンスの披露に続き、保護
者や周囲の人々に対する感謝の気持ちや将来に対する決意が、新成人の代表から力強く述べられました。
　式典終了後の会場周辺は、記念撮影や旧友との再会を楽しむ姿などで華やかな雰囲気に包まれていました。

12/17　第２回子ども 防災 サミット12/28～29　西条産品の魅力 をＰＲ！

1/5　子ども 凧あげ 大会1/8　子どもたちを 犯罪被害 から守れ！

祝！新成人  この日の喜びを胸に自覚と責任をもって歩もう！　～ 平成25年  成人式 ～

▲
 

具
体
的
に
な
さ
れ
た
発
表

▲

一
月
七
日
に
は
、

Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
前
等
で
も

七
草
粥
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た

▲
 

や
っ
と
上
が
っ
た
凧
に
思
わ
ず「
や
っ
た
ぁ
ー
！
」

▲
 

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

丹 原 文 化 会 館総 合 文 化 会 館

▲「
逆
境
に
負
け
な
い
強
い

大
人
に
」と
の
決
意
が

▲「
強
く
た
く
ま
し
く
誇
り

あ
る
生
き
方
を
」と
宣
言

▲
 「

夢
に
向
か
っ
て
い
く
」と

抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た

▲
 「

背
伸
び
せ
ず
人
生
の
階

段
を
登
る
」と
将
来
に
向
け
て

▲ 成人代表として司会進行を担当 ▲ 「成人としての責任をもつ」と笑顔で ▲ 「これからもさらに精進する」と謝辞が ▲ 司会進行役を務めた皆さん
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俳
　
句	

　
　
　
　
　

横

山

容

子

選

郵
便
も
人
も
来
ぬ
日
や
冬
の
雨

　
　
　
　
湯
山
克
子

湯
け
む
り
に
交
す
笑
顔
や
冬
の
月

　
　
　
曽
波
末
子

は
ぐ
れ
猿
素
早
く
去
り
し
紅
葉
山

　
　
　
井
原
英
子

枯
葉
舞
ふ
ビ
ル
の
谷
間
の
つ
む
じ
風

　
国
田
美
智
子

峡か
い

の
里
音
静
も
り
て
山
眠
る

　
　
　
　
肥
塚
ま
り
子

筆
初
扇
面
に
書
く
雪
月
花

　 

　
　
　 

　
丹

　
時
子

ク
リ
ス
マ
ス
ワ
イ
ン
の
酔
ひ
を
滲に

じ

ま
せ
て

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
森
妙
子

昼
の
虫
鳴
く
廃
校
の
静し

じ

ま寂
か
な
　
　
　
　
高
橋
　
和

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

平

尾

忠

文

選

食
べ
放
題
思
っ
た
程
も
食
べ
ら
れ
ず
　
　
武
田
智
明

着
ぶ
く
れ
て
師
走
を
仕
切
る
祖
母
達
者
　
吉
木
篤
美

ち
ぎ
り
絵
が
笑
っ
て
る
か
も
遊
ん
で
ね
　
大
谷
道
子

生
か
さ
れ
て
日
日
の
元
気
に
有
難
度
う
　
近
藤
忠
夫

苦
し
み
も
喜
び
も
あ
る
心
色
　
　
　
　
　
渡
部
道
子

い
つ
ま
で
も
夢
希
望
追
い
出
世
坂
　
　
　
中
路
清
子

目
標
の
煙
草
半
分
に
す
る
暮
ら
し
　
　
一
色
泣
太
郎

冷
雨
降
る
炬
燵
で
テ
レ
ビ
至
福
ど
き
　
　
安
藤
春
枝

　

短

歌
　
　
　
　
　
　

田

坂
　

幸
　

選

ラ
ベ
ン
ダ
ー
群
れ
咲
く
富
良
野
写
し
を
り
香
り
す
る

が
に
画
面
は
動
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇

　
房
恵

会
釈
し
て
道
問
ふ
老
い
に
連
れ
立
ち
て
回
り
道
す
る

山さ

ざ

ん

か

茶
花
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
幸
子

置
き
去
り
に
さ
れ
し
思
ひ
の
横
切
れ
ば
転
居
の
挨
拶

目
を
伏
せ
て
受
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
利
枝

咲
き
初
め
て
香
り
漂
ふ
白
梅
の
一
重
の
花
に
心
寄
り

ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹

　
時
子

カ
ラ
カ
ラ
と
乾
け
る
音
を
立
て
て
落
つ
る
枯
葉
転
が

す
師
走
の
風
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
賀
和
子

参
道
の
千
年
杉
を
仰
ぎ
ゆ
く
木
の
間
に
や
は
き
冬
日

を
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
原
恵
美
子

鉢
植
ゑ
の
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
雪
柳
遅
れ
紅
葉
す
師
走

の
庭
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
山
荘
一
郎

西
山
は
一
日
に
何
度
も
時
雨
来
て
道
前
平
野
は
冬
に

入
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
ウ
メ
ノ

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵

送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

▲英会話教室講師
　ケリー・
　ワーズイングズさん

　　　　　　　　　　　　　　　　皆さん、こんにちは！私はケリー・ワーズイングズと

　　　　　　　　　　　　　　　申します。私はアメリカのミシガン州デトロイト市から

　　　　　　　　　　　　　　　来ました。４カ月前、日本に英語を教えに参りました。

　　　　　　　　　　　　　　　西条市で暮らすことはすごく楽しいです。

　　来日する前に調べて四国はきれいなところだと分かっていましたが、思ったよりもす

　ばらしいです。特に自然の豊かな所でこんなにおいしい水や食べ物を飲んだり食べたり

　することができるのは非常に嬉しいです。

　　西条に来る前、アメリカの大学院を卒業して、図書館・情報学修士をもらいました。

　本や図書館が好きなので、西条の一番好きな場所は図書館です。集めている本も多く、

　お客さんへのサービスも比較的良いと思います。アメリカに帰国後は、司書として働き

　たいのですが、西条のようなすばらしいところに来たので思ったより長く滞在するかも

　しれません。

　　これからもよろしくお願いします！

はじめまして！
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人
権
・
同
和
教
育
講
演
会
は
、

小
倉
く
め
さ
ん
の
明
る
く
陽
気
な

人
柄
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
満
ち
溢

れ
た
。
く
め
さ
ん
に
は
幼
い
こ
ろ

に
い
じ
め
を
受
け
た
体
験
が
あ
る

が
、
そ
の
つ
ら
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
よ
う
な
調
子
で
話
し
て
く
れ
た
。

　

く
め
さ
ん
の
言
葉
と
表
情
か
ら

不
思
議
と
元
気
が
湧
い
て
き
た
。

　

講
演
会
の
前
に
、
各
ク
ラ
ス
に

数
冊
の
「
秘
め
だ
る
ま
」
（
小
倉

さ
ん
が
発
刊
し
て
い
る
季
刊
誌
）

が
置
か
れ
た
。

　

こ
の
本
の
中
に
「
家
出
」
と
い

う
題
で
高
校
三
年
生
の
女
生
徒
の

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

彼
女
は
親
と
喧
嘩
し
て
家
を
飛

び
出
し
た
が
、
寂
し
く
な
り
家
に

帰
っ
た
。
す
る
と
机
の
上
に
母
か

ら
の
手
紙
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
は
子
を
思
う
母
親
の
切
な
い

気
持
ち
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
読
み

終
え
た
後
、
母
へ
の
感
謝
が
溢
れ
、

涙
が
頬
を
伝
わ
っ
て
い
た
。
「
秘

め
だ
る
ま
」
を
手
に
し
た
人
は
心

が
温
ま
り
、
穏
や
か
に
さ
せ
ら
れ

る
。

　

く
め
さ
ん
は
「
五
戒
」
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
話
し
て
く
れ
、

人
と
し
て
の
生
き
方
や
あ
り
方
を

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

お
話
の
中
で
特
に
特
別
支
援
学

校
の
先
生
と
生
徒
に
つ
い
て
の
話

が
印
象
に
残
っ
た
。

　

計
算
の
ル
ー
ル
を
正
し
く
理
解

で
き
て
い
な
い
生
徒
が
周
り
か
ら

ダ
メ
な
子
だ
と
評
価
さ
れ
自
信
を

な
く
し
て
い
た
が
、
先
生
は
生
徒

が
計
算
の
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
だ

け
な
の
だ
と
気
付
い
た
。

　

こ
の
話
は
、
決
め
つ
け
と
思
い

込
み
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
て
く
れ

る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
に

も
あ
る
こ
と
だ
と
反
省
さ
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
は
、
差
別
や
偏
見
に
つ

な
が
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　

「
人
は
ど
ん
な
時
に
一
番
つ
ら

い
の
か
、
そ
れ
は
認
め
て
も
ら
え

な
い
時
だ
」
と
く
め
さ
ん
は
言
う
。

認
め
て
も
ら
い
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
自
分
の
存
在
意
義
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
と
教
え
て

い
た
だ
い
た
。

　

く
め
さ
ん
か
ら
、
今
ま
で
気
が

つ
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
具
体

的
に
話
し
て
い
た
だ
き
教
え
ら
れ

る
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。
ま
た
、

声
の
大
き
さ
と
表
情
か
ら
熱
い
思

い
が
伝
わ
り
、
自
分
を
大
切
に
、

人
を
大
切
に
、
こ
の
世
の
中
の
全

て
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
の

必
要
性
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
日
の
学
び
を
ま
ず
家
族
に
話

そ
う
と
思
う
。

№99
「山より太い猪は出ん　人間のルールと三方良し」

丹原高等学校３年　徳永裕武　（西条市教育委員会）

　西条建築協同組合から昨年12月７日、小松中央公園遊水
池に水鳥小屋が寄贈されました。市内建築業者209名でつ
くる同組合は、以前から、ボランティアとして夏彩祭での
木工教室や小学校へのイスの寄贈を行ってきました。
　今回の寄贈も「ボランティアを通して地域に貢献できた
ら」と話して
いました。
　水鳥たちが
安全に羽を休
めることがで
きるこの小屋
を、大切に管
理・活用して
いきます。

水鳥の小屋が寄贈されました

　四国電力㈱西条営業所から、街路灯26灯が寄
贈されることになり、昨年12月21日に市長へ目
録が手渡されました。これらの街路灯寄贈は、
「よんでんグループふれあい旬間」事業の一環
として、明るいま
ちづくりに貢献し
ようと、平成４年
から毎年行われて
おり、今年度で合
計７５１灯が寄贈
されています。

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

■
個
人

○
武
田
稔
（
国
安
）

○
穐
月
英
隆
（
実
報
寺
）

○
相
原
弘
美
（
丹
原
町
湯
谷
口
）

■
各
種
団
体

○
西
条
南
中
学
校

○
黒
住
教
周
布
教
会
所
婦
人
部

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
い
き
い
き
歌
体
操
吉
岡
サ
ー
ク
ル

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
条
地
区
第
12
団

○
丹
原
地
区
愛
護
班
連
絡
協
議
会

街路灯が寄贈されました

図書カードが寄贈されました
　住友重機械労働組合連合会愛媛地方本部から
昨年12月20日、市内の各小・中学校へ図書カー
ドが寄贈されました。
　同会では毎年、学校図書充実のために、図書
カード寄贈に取り組んでおられます。
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■行政相談
○２月５日㈫ ・３月５日㈫ 13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○２月12日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
○２月26日㈫　９時～12時　桜樹公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線229
○２月12日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○２月15日㈮　13時～15時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線215
■人権相談
○２月21日㈭　13時～17時　神拝公民館
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○月～金曜日（祝日は除く）　８時30分～17時15分
　松山地方法務局西条支局
　問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0570－003－110
　　　　　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。先着順（予約受付は２月１日㈮～）
○２月13日㈬・27日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○２月20日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は14頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　２月19日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　丹原公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険出張相談
　２月13日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■社会保険等相談
　２月14日㈭　10時～16時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■不動産無料相談
　２月８日㈮　13時～15時　
　宅建協会西条支部（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　２月12日㈫　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－6767
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　２月20日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階1 0 2 会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　２月21日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■お酒の悩み相談
　２月27日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

日　時　２月５日㈫・19日㈫　13時～17時（完全予約制）
場　所　ハローワーク西条
内　容　心のケアから「自立」に必要なスキルアップまで、
　　　　若者をトータルにサポートします。
対　象　おおむね40歳未満で就業していない方、その保護者
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181
      　　月～水・金曜：10時～18時
　　　　木曜：11時30分～19時30分

東予若者サポートステーション出張相談会
　交通事故にあわれた方の損害保険に関する相談、トラブル
相談に応じています。月２回程度の各府県への出張相談や、
弁護士による無料相談も行っています。
受付日時　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　９時15分～17時
電　　話　0570－022808（全国共通）
　　　　　※ＩＰ電話・ＰＨＳ　087－883－1031
　　　　　　　　　（そんぽＡＤＲセンター四国）

日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター
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12日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

７日㈭　９：30～11：00　東予南地域交流センター

８日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

13日㈬　９：30～11：00　東予北地域交流センター

５日㈫　10：00～11：00　丹原児童館

４日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

７日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換を行うことができます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：13時30分～16時

○中央保健センター　２月４日㈪

○東予保健センター　２月12日㈫

○丹原保健センター　２月18日㈪

○小松保健センター　２月25日㈪

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日　10時～11時（祝日除く）

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日　９時～15時（祝日除く）

◆精神保健相談（要予約）

　２月25日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）

　２月26日㈫　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■２月の献血日程
◆フジ西条玉津店

　２月17日㈰

　10時～11時30分・12時30分～16時

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

19日㈫
21日㈭

26日㈫

20日㈬
14日㈭

５日㈫
28日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年10月１日～
10月31日の出生児

平成24年10月１日～
11月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成23年７月１日～
７月31日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成22年１月１日～
１月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の
　　　　　　　　　内側から美しくなる
　　　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の
　　　　　　　　　体重に近づこう

▼食事のツボ講座　２月・３月の日程等 　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時
３月22日㈮

３月18日㈪

カロリー編

２月22日㈮

２月18日㈪

バランス編 受講時間

　野菜の効果や効能を理解し、１日の摂取目安量で
ある350gの量を実際に目で見て体験するなど、野菜
の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、
　　　食と健康に興味のある方

　今や国民の500人に１人が透析を受け、透析にかかる医療費が年間1兆円を超える時代を迎えています。
その中でも、西条市は県内でも透析される患者の多い市です。　
　新たに透析治療を始める原因の第１位は糖尿病性腎症です。糖尿病の他にも高血圧、脂質異常などの生活習慣
病は、動脈硬化を招き腎臓に負担をかけるため、慢性腎臓病（ＣＫＤ）になります。自覚症状が出る前の早い段
階の腎臓の異常をとらえて治療や生活改善を行うことで、腎不全へと進行するのを防ぎ、透析に至るのを防ぐこ
とができます。
　そこで平成24年度より、愛媛県の全市町では健康診査の検査項目にクレアチニン検査を追加し、それをもとに
ｅＧＦＲ（推算糸球体ろ過値）を計算することで、腎臓機能の状態を判定しています。
　さらに西条市では、今年度「慢性腎臓病を予防しよう」というテーマで市民健康講座を実施しており、２月に
も下記のとおり開催の予定です。
　自分の健診結果を再度確認し、その結果や生活改善や食事療法について相談を希望される方、市民健康講座に
参加ご希望の方は、各保健センターまでご連絡ください。

▼野菜を食べよう教室　２月の日程等　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

中央保健センター 15人２月19日㈫ 講　　義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時30分

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※３月は東予保健センターで実施の予定

　集団予防接種の際の注射器の回し打ちによるＢ型肝炎ウイルス感染被害に
ついて、国から和解金支払等の救済を受ける手続きの説明会が開催されます。
事前の参加予約・費用は必要ありません。
【今治会場】
■日時　２月２日㈯　13時～
■場所　今治地域地場産業振興センター　（今治市旭町２－３－５）
【四国中央会場】
■日時　２月３日㈰　11時～
■場所　四国中央市民会館川之江会館　（四国中央市川之江町4069－１）
■問合せ　全国Ｂ型肝炎訴訟・広島弁護団事務局
　　　　　TEL082－223－6589

■健康診断の結果で
　　チェックしよう！
①あなたのおしっこは大丈夫？
　⇒　尿タンパク・尿潜血など
　　　から腎臓に障害があるか
　　　分かります。
②腎臓機能はどれくらい？
　⇒　血清クレアチニンから腎
　　　機能（ｅＧＦＲ）がどの
　　　くらい良いか分かります。
③腎臓を悪くする因子はない？
　⇒　高血圧、高血糖、脂質異
　　　常、メタボがあると腎機
　　　能が悪くなります。

健診を受けて早期発見を！

■ＣＫＤの病期分類表

■市民健康講座
日　時　２月15日㈮　19時30分～21時　　　　　場　所　東予保健センター
テーマ　慢性腎臓病（ＣＫＤ）を予防しよう
講　師　西条中央病院　循環器科部長　中村真胤氏
　　　　※日程が変更となる場合がありますので、必ず事前に申し込みください。

（日本腎臓学会編「ＣＫＤ診療ガイド」より一部改編）

ＣＫＤ
ステージ
推算ＧＦＲ値
（ml/分/1.73㎥）

症　状

治療法

ＣＫＤハイリスク群
ＣＫＤステージ１
ＣＫＤステージ２
90以上
89～60

59～30 29～15

○自覚症状が
　ほとんどない
○蛋白尿が出る
○血尿がでる

○夜間に何度も
　トイレに行く
○血圧が上がる
○貧血になる

○疲れやすく
　なる
○むくみが出る

○食欲が低下
○吐き気がする
○息苦しくなる
○尿量が減る

ＣＫＤ
ステージ３

ＣＫＤ
ステージ４

15未満

ＣＫＤ
ステージ５

生活改善　　食事療法　　薬物療法
透析療法、腎移植などの準備

実施日 会　場 住　所

２月４日㈪ エミフルＭＡＳＡＫＩ

フジグラン重信

フジ夏目店 松山市夏目甲79

東温市野田三丁目１－13

伊予郡松前町筒井850

パルティ・フジ衣山

２月８日㈮

２月16日㈯

２月26日㈫ 松山市衣山一丁目188

■検診時間
　○乳がん　　９時～11時30分
　　　　　　　13時～15時
　○子宮がん　13時～14時
■対象者
　無料クーポン券をお持ちの方
※予約は不要ですが、クーポン券を
　必ずお持ちください。
■問合せ　　中央保健センター

広報さいじょう　2013　２月号 36



12日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

７日㈭　９：30～11：00　東予南地域交流センター

８日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

13日㈬　９：30～11：00　東予北地域交流センター

５日㈫　10：00～11：00　丹原児童館

４日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

７日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換を行うことができます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：13時30分～16時

○中央保健センター　２月４日㈪

○東予保健センター　２月12日㈫

○丹原保健センター　２月18日㈪

○小松保健センター　２月25日㈪

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日　10時～11時（祝日除く）

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日　９時～15時（祝日除く）

◆精神保健相談（要予約）

　２月25日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）

　２月26日㈫　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■２月の献血日程
◆フジ西条玉津店

　２月17日㈰

　10時～11時30分・12時30分～16時

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

19日㈫
21日㈭

26日㈫

20日㈬
14日㈭

５日㈫
28日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年10月１日～
10月31日の出生児

平成24年10月１日～
11月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成23年７月１日～
７月31日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成22年１月１日～
１月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の
　　　　　　　　　内側から美しくなる
　　　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の
　　　　　　　　　体重に近づこう

▼食事のツボ講座　２月・３月の日程等 　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時
３月22日㈮

３月18日㈪

カロリー編

２月22日㈮

２月18日㈪

バランス編 受講時間

　野菜の効果や効能を理解し、１日の摂取目安量で
ある350gの量を実際に目で見て体験するなど、野菜
の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、
　　　食と健康に興味のある方

　今や国民の500人に１人が透析を受け、透析にかかる医療費が年間1兆円を超える時代を迎えています。
その中でも、西条市は県内でも透析される患者の多い市です。　
　新たに透析治療を始める原因の第１位は糖尿病性腎症です。糖尿病の他にも高血圧、脂質異常などの生活習慣
病は、動脈硬化を招き腎臓に負担をかけるため、慢性腎臓病（ＣＫＤ）になります。自覚症状が出る前の早い段
階の腎臓の異常をとらえて治療や生活改善を行うことで、腎不全へと進行するのを防ぎ、透析に至るのを防ぐこ
とができます。
　そこで平成24年度より、愛媛県の全市町では健康診査の検査項目にクレアチニン検査を追加し、それをもとに
ｅＧＦＲ（推算糸球体ろ過値）を計算することで、腎臓機能の状態を判定しています。
　さらに西条市では、今年度「慢性腎臓病を予防しよう」というテーマで市民健康講座を実施しており、２月に
も下記のとおり開催の予定です。
　自分の健診結果を再度確認し、その結果や生活改善や食事療法について相談を希望される方、市民健康講座に
参加ご希望の方は、各保健センターまでご連絡ください。

▼野菜を食べよう教室　２月の日程等　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

中央保健センター 15人２月19日㈫ 講　　義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時30分

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※３月は東予保健センターで実施の予定

　集団予防接種の際の注射器の回し打ちによるＢ型肝炎ウイルス感染被害に
ついて、国から和解金支払等の救済を受ける手続きの説明会が開催されます。
事前の参加予約・費用は必要ありません。
【今治会場】
■日時　２月２日㈯　13時～
■場所　今治地域地場産業振興センター　（今治市旭町２－３－５）
【四国中央会場】
■日時　２月３日㈰　11時～
■場所　四国中央市民会館川之江会館　（四国中央市川之江町4069－１）
■問合せ　全国Ｂ型肝炎訴訟・広島弁護団事務局
　　　　　TEL082－223－6589

■健康診断の結果で
　　チェックしよう！
①あなたのおしっこは大丈夫？
　⇒　尿タンパク・尿潜血など
　　　から腎臓に障害があるか
　　　分かります。
②腎臓機能はどれくらい？
　⇒　血清クレアチニンから腎
　　　機能（ｅＧＦＲ）がどの
　　　くらい良いか分かります。
③腎臓を悪くする因子はない？
　⇒　高血圧、高血糖、脂質異
　　　常、メタボがあると腎機
　　　能が悪くなります。

健診を受けて早期発見を！

■ＣＫＤの病期分類表

■市民健康講座
日　時　２月15日㈮　19時30分～21時　　　　　場　所　東予保健センター
テーマ　慢性腎臓病（ＣＫＤ）を予防しよう
講　師　西条中央病院　循環器科部長　中村真胤氏
　　　　※日程が変更となる場合がありますので、必ず事前に申し込みください。

（日本腎臓学会編「ＣＫＤ診療ガイド」より一部改編）

ＣＫＤ
ステージ
推算ＧＦＲ値
（ml/分/1.73㎥）

症　状

治療法

ＣＫＤハイリスク群
ＣＫＤステージ１
ＣＫＤステージ２
90以上
89～60

59～30 29～15

○自覚症状が
　ほとんどない
○蛋白尿が出る
○血尿がでる

○夜間に何度も
　トイレに行く
○血圧が上がる
○貧血になる

○疲れやすく
　なる
○むくみが出る

○食欲が低下
○吐き気がする
○息苦しくなる
○尿量が減る

ＣＫＤ
ステージ３

ＣＫＤ
ステージ４

15未満

ＣＫＤ
ステージ５

生活改善　　食事療法　　薬物療法
透析療法、腎移植などの準備

実施日 会　場 住　所

２月４日㈪ エミフルＭＡＳＡＫＩ

フジグラン重信

フジ夏目店 松山市夏目甲79

東温市野田三丁目１－13

伊予郡松前町筒井850

パルティ・フジ衣山

２月８日㈮

２月16日㈯

２月26日㈫ 松山市衣山一丁目188

■検診時間
　○乳がん　　９時～11時30分
　　　　　　　13時～15時
　○子宮がん　13時～14時
■対象者
　無料クーポン券をお持ちの方
※予約は不要ですが、クーポン券を
　必ずお持ちください。
■問合せ　　中央保健センター
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平日夜間の当番病医院　内科は 19時から 22時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。
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○たばこは指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず消すとともに投げ捨て
　はしない。
○枯れ草等のある場所では、火災が起きやすいのでたき火はしない。
○強風時および乾燥時には、たき火、火入れはしない。
○火気を使用する場合は、周囲の可燃物に十分注意して、使用後は完全に
　消火する。

休日の当番病医院　９時から18時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。
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平成25年
全国山火事予防運動統一標語

　県内の宝くじ売場でお買い求めいただいた宝くじの収益金（販売総額から当せん金など
の経費を除いたもの）は、県や市町の貴重な財源として、道路や公園の整備、文化活動、
医療・福祉、防災など、さまざまな形でみなさまの暮らしに役立てられています。
　２月14日から発売のグリーンジャンボ宝くじも、ぜひ、県内の売場で。
■問合せ　愛媛県財政課　℡089－912－2190

山林火災予防運動実施 ２月３日㈰～５月31日㈮

山林火災から貴重な森林資源を守るため、次の点に注意してください。
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No.90　ホシハジロ（冬鳥）
　全長45㎝、雄は頭の赤茶色が特徴で、胸は黒く、体は灰白色
のスッキリした配色の見つけやすいカモですが、よく潜る「潜
水ガモ」です。海に出ることは少なく、川や池で潜って水草や
小魚を捕えて食べています。西条では少数派のカモで、加茂川
や新川の河口付近、黒瀬ダムなどで時々見られています。

▼本コーナーをご担
当いただいた菅靖匡
さんの最新作「お助
け侍奔る　世直し道
楽伝」絶賛発売中!

▲毎月８日の御縁日に開催される
大通寺「花薬師」。境内は骨董市で
にぎわいます。 取材日は雲が広が
る肌寒い天候でしたが、 暖かい焼
きイモをごちそうになりました。

平成24年12月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,639 人（－91人）

　男　　  55,082 人 （－34人）

　女　　  59,557 人 （－57人）

世　帯　  49,477世帯（－1世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　元旦の郵便受けから物音が聞こえ、
急いで駆け寄ると、私の楽しみにして
いた年賀状が届いていました。
　学生時代は、新年のあいさつをメー
ルで済ますこともあった友人たち。互
いの結婚を機に、再び年賀状を送り合
うようになりました。遠く離れた地
で、妻となり母となっていく彼女たち
の姿を見ると、「私も頑張ろう」とい
う思いが自然と湧いてきます。
　世間では、フェイスブックやツイッ
ターで、知人の近況を随時確認するこ
とが流行のようですが、年賀状のよう
な、ちょっとアナログな交流も捨てが
たいですね。　　　　　　　　（や）
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℡0898－68－7240

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【２月の休館日】毎週月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

寺田歌謡教室２ 9：00 大ホール

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【２月の休館日】毎週月曜日（11日開館）、12日㈫、13日㈬

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

２

水６ 13：30第３回　子ども防災サミット

芸術文化地産知賞シリーズ
親子で楽しむクラシック名曲コンサート
こどもオペラ「ヘンゼルとグレーテル」
　①０歳からの公演「オペラデビューは０歳から！？」
　②３歳からの公演「オペラってなぁに？」

建国記念の日奉祝東予地区大会
お茶席、大正琴演奏 小ホール12：00

16 土 Let'ｓ Harmonize with Music 2 12：30 13：30

大ホール

西条市民吹奏楽団　第21回定期演奏会　 13：25
無　料

西条市民吹奏楽団（髙畑）℡090－3461－7570

℡0897－55－4168

小ホール

大ホール

11 月

建国記念の日奉祝東予地区大会
式典、奉祝行事（マンドリンコンサート他）
記念講演「美しき国、日本！」講師：加戸守行氏

12：00 12：45 大ホール
無　料

　中学生以上：
1500円

　０歳～小学生：
500円

市商工労政課 ℡0897－52－148215 金 無　料

ＮＰＯ法人ネセサリーフォー ℡089－917－5070
17 日 14：00 大ホール 無　料

手織りじゅうたん「ギャッベ」展
～遊牧民からのおくりもの～　※22・23日は19時、24日は17時まで 手作り家具工房すぎむら ℡0875－27－887410：00 展 示 室 無　料

23 土 めぐみ幼稚園・保育園　おゆうぎ会 9：00 9：30 大ホール ℡0897－55－3442

日３

平成24年度　高校生対象就職フェア 小ホール
展 示 室

総合文化会館 ℡0897－53－5500

市教育委員会学校教育課 ℡0897－52－1640

建国記念の日奉祝東予地区大会
実行委員会事務局

めぐみ幼稚園・保育園

日17 寺田歌謡教室　知里歌謡教室　30周年記念祭 9：30 無　料

入場料　中学生以上 1500円
　　　　０歳から小学生まで 500円
　※おむつ交換室、バギー置場、授乳室完備
会　場
　総合文化会館大ホール

２/３ 11時開演　０歳からの公演「オペラデビューは０歳から!?」
14時開演　３歳からの公演「オペラってなぁに？」

日

総合・丹原文化会館でチケット発売中！

無　料

16：30

22 金
〜 〜
24 日

無　料
24 日 第22回西条歌謡同好会　歌謡祭 9：30 10：00 大ホール ℡0897－56－5258西条歌謡同好会（伊藤）無　料

入場料　全席指定 7350円
　　※６歳以上有料、６歳未満でもお席が必要な方は有料。

チケット取扱所・発売日時
　総合文化会館　　２月９日㈯８時～
　　※枚数制限あり（発売初日は一人４枚まで）
　その他の取扱所　　２月９日㈯10時～　

５/３ 18時開演　総合文化会館大ホール金

①10：30 ①11：00

②13：30 ②14：00

入場料　全席指定 3800円（当日4300円）
　※未就学児の入場はご遠慮ください。

３/１ 18時30分開演　丹原文化会館大ホール
３/２ 13時30分開演　総合文化会館大ホール

総合・丹原文化会館他
でチケット発売中！

金

土

工藤志州さん
（西条市出身）

N
o.99
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